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古
代
東
ア
ジ
ア
の
海
域
世
界
に
お
い
て
、
遠
距
離
交
易
の
荷
担
者
と
し
て
出
現
す
る
新
羅
海
商
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
性
格
や
背
景
を
帯
び
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
本
論
で
は
中
国
の
沿
岸
部
に
居
留
地
を
形
成
し
、
唐
と
新
羅
・
日
本
な
ど
東
夷
諸
国
を
結
ぶ
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
軸
を

構
成
し
て
海
商
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
新
羅
人
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
世
界
の
様
相
に
注
目
す
る
。

　

唐
に
居
留
地
を
形
成
し
た
新
羅
人
の
活
動
や
居
留
社
会
の
動
向
に
つ
い
て
は
、延
暦
寺
僧
円
仁
（
七
八
五
─
八
六
四
）
が
残
し
た
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
以

下
『
行
記
』
と
省
略
す
る
）
の
記
録
に
基
づ
い
て
、そ
の
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
承
和
五
年
（
八
三
八
）
に
遣
唐
請
益
僧
と
し
て
唐
に
渡
っ
た
円
仁
は
、

申
請
し
た
在
留
延
長
を
認
め
ら
れ
ず
に
帰
国
の
途
に
つ
く
が
、
山
東
半
島
東
端
の
登
州
文
登
県
に
居
留
す
る
新
羅
人
の
協
力
に
よ
り
残
留
の
機
会
を
得
て
、
公
験
・

過
所
の
発
給
を
待
っ
て
五
台
山
巡
礼
、
長
安
へ
の
求
法
を
目
指
し
て
出
立
す
る
。
そ
の
後
、
武
宗
の
廃
仏
政
策
に
よ
っ
て
長
安
を
追
わ
れ
、
日
本
に
向
か
う
船
を
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求
め
て
新
羅
人
居
留
地
を
奔
走
し
、
大
中
元
年
（
八
四
七
）
に
便
船
を
得
て
大
宰
府
に
帰
来
し
て
い
る
。
約
九
年
半
に
お
よ
ぶ
在
唐
生
活
で
多
く
の
新
羅
人
と
出

会
い
、
そ
の
支
援
を
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

新
羅
人
の
居
留
の
実
態
に
関
す
る
研
究
史
を
紐
解
け
ば
、
円
仁
の
活
動
に
即
し
て
戦
前
よ
り
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
き
た
が
）
（
（

、
そ
の
知
見
が
深
化
す
る
の
は
金
文

経
氏
の
研
究
）
（
（

以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
張
宝
高
（
張
保
皐
）
研
究
と
も
交
差
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
居
留
地
の
形
成
と
分
布
、
社
会
組
織
と
自
治
、
新
羅
僑
民

の
生
業
と
宗
教
生
活
、
藩
鎮
勢
力
と
の
関
係
、
国
際
貿
易
の
展
開
、
新
羅
禅
宗
と
の
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
視
角
か
ら
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
韓
国
で
出

版
さ
れ
た
許
逸
氏
他
『
張
保
皐
と
黄
海
海
上
貿
易
』
や
権
悳
永
氏
の
『
在
唐
新
羅
人
社
会
研
究
』
な
ど
）
（
（

は
、
そ
の
到
達
点
を
示
す
論
著
で
あ
り
、
幾
多
の
研
究
に

よ
っ
て
す
で
に
議
論
は
尽
く
さ
れ
た
感
も
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
『
行
記
』
の
関
連
記
事
を
検
討
し
て
み
れ
ば
、
基
本
的
な
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

本
論
の
関
心
に
沿
っ
て
整
理
す
れ
ば
、
在
唐
新
羅
人
社
会
論
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
へ
の
人
口
移
動
を
居
留
地
形
成
の
前
提
に
据
え
て
き
た
）
（
（

。
す

な
わ
ち
、
新
羅
人
の
唐
へ
の
移
住
の
背
景
に
は
、
唐
の
異
民
族
に
対
す
る
開
放
性
、
安
史
の
乱
後
の
東
ア
ジ
ア
経
済
の
国
際
化
や
海
域
世
界
の
流
動
化
と
い
っ
た

要
因
と
と
も
に
、
新
羅
の
地
方
支
配
の
弛
緩
や
経
済
的
困
窮
、
政
治
的
理
由
に
よ
る
亡
命
、
強
制
的
な
移
動
（
人
身
売
買
）
な
ど
、
人
々
を
新
羅
か
ら
押
し
出
て

い
く
要
因
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
七
世
紀
の
唐
の
高
句
麗
侵
攻
や
唐
・
新
羅
の
連
合
軍
に
よ
る
百
済
・
高
句
麗
討
滅
戦
争
を
背
景
と
す
る
流
民
・
遺

民
の
発
生
、
お
よ
び
唐
の
徙
民
政
策
に
よ
る
強
制
移
住
の
展
開
、
八
世
紀
以
降
断
続
的
に
記
事
に
の
ぼ
る
天
候
不
順
・
自
然
災
害
・
凶
作
・
飢
饉
・
群
盗
蜂
起
を

背
景
と
す
る
新
天
地
へ
の
移
住
、
さ
ら
に
九
世
紀
初
頭
に
唐
で
盛
行
し
た
海
賊
に
よ
る
新
羅
民
衆
の
掠
売
行
為
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

居
留
地
形
成
と
個
々
の
社
会
状
況
と
の
因
果
関
係
、
と
り
わ
け
九
世
紀
段
階
の
居
留
社
会
と
の
接
続
に
対
す
る
史
料
的
裏
付
け
の
問
題
を
ひ
と
ま
ず
措
く
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
は
移
住
と
定
着
の
歴
史
的
展
開
に
お
い
て
妥
当
な
論
点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
八
二
〇
年
代
に
お
け
る
江
淮
地
域
か
ら
山
東
地
域

へ
の
新
羅
人
の
移
動
）
（
（

、
八
四
〇
年
代
の
会
昌
の
廃
仏
政
策
を
背
景
と
す
る
江
南
地
域
へ
の
新
羅
人
の
進
出
）
（
（

が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
唐
に
渡
っ
て
定
着
し
た
移
民

が
さ
ら
に
唐
国
内
の
各
地
に
移
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
移
住
し
た
後
、
再
び
新
羅
本
国
に
戻
っ
て
い
く
人
の
流
れ
も
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
新

羅
か
ら
唐
に
向
か
う
単
線
的
な
移
住
だ
け
を
想
定
し
、
人
口
移
動
を
促
し
た
プ
ッ
シ
ュ
・
プ
ル
要
因
を
想
定
し
、
こ
れ
を
概
括
的
に
説
明
す
る
だ
け
で
は
、
新
羅

移
民
が
持
つ
多
動
性
や
複
雑
な
社
会
関
係
を
十
分
に
説
明
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
在
唐
新
羅
人
社
会
論
に
は
、
各
地
に
離
散
し
た
新
羅
人
や
居
留
社
会
が
、
新
羅
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
媒
介
に
し
て
共
同
性
を
維
持
し
、

包
括
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
）
（
（

。
し
か
し
、
右
に
列
挙
し
た
可
能
性
と
し
て
の
移
住
の
契
機
は
、
む
し
ろ
居
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留
社
会
の
多
様
な
展
開
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
を
通
し
て
具
体
的
に
見
て
い
く
が
、『
行
記
』
を
参
看
す
れ
ば
、
居
留
地
間
の
関
係
や
新
羅

本
国
と
の
関
係
は
地
域
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
登
州
・
楚
州
・
泗
州
の
居
留
社
会
は
本
国
と
の
連
絡
を
保
持
し
、
三
地
域
の
居
留
民
が
連
携
し
て
い
る

の
に
対
し
、
密
州
・
海
州
の
新
羅
人
に
は
そ
れ
が
希
薄
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
移
住
の
時
期
や
背
景
、
移
住
元
の
相
違
や
移
住
の
新
旧
に
よ
る
住
み
分
け
、
あ

る
い
は
唐
に
お
け
る
社
会
的
役
割
や
本
国
と
の
交
易
関
係
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
居
留
社
会
の
実
態
を
丁
寧
に

考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

本
論
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
ふ
ま
え
て
、
所
期
の
目
的
に
迫
り
た
い
。
円
仁
の
目
線
か
ら
は
新
羅
人
の
交
易
の
実
態
を
読
み
取
り
に
く
い
が
、
楚
州
・
登
州
の

新
羅
人
の
活
動
に
、
唐
と
新
羅
・
日
本
と
の
交
通
上
の
諸
機
能
、
地
域
権
力
と
の
関
係
を
含
む
唐
の
行
政
上
の
役
割
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
事
実
関
係

を
見
て
い
く
こ
と
で
、
居
留
地
の
交
易
上
の
特
質
へ
の
接
近
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
第
一
節
で
泗
州
漣
水
県
の
新
羅
坊
を
中
心
に
新
羅
本
国
と
の
関
係

を
検
討
し
、
第
二
節
で
は
楚
州
・
登
州
の
新
羅
人
の
役
割
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
第
三
節
で
は
江
淮
か
ら
山
東
へ
の
居
留
地
間
移
動
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
れ
ら

の
考
察
に
よ
っ
て
、
新
羅
人
の
居
留
社
会
が
唐
の
対
新
羅
交
通
に
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
交
易
上
の
機
能
を
発
達
さ
せ
、
維
持
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘

し
た
い
と
思
う
。

一
、
新
羅
人
の
居
留
地
と
新
羅
本
国
の
関
係

（
一
）
泗
州
漣
水
県
と
清
海
鎮

　

新
羅
人
の
居
留
地
は
、
揚
州
・
楚
州
・
泗
州
漣
水
県
・
海
州
東
海
県
・
密
州
諸
城
県
、
お
よ
び
登
州
牟
平
県
・
海
陽
県
・
文
登
県
な
ど
江
淮
か
ら
山
東
地
方
に

か
け
て
の
各
地
に
広
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
江
南
の
蘇
州
・
明
州
・
越
州
な
ど
の
港
市
を
拠
点
に
し
て
活
動
す
る
新
羅
人
が
お
り
、
遅
れ
て
五
代
十
国
時
代
に
は

台
州
黄
巌
県
に
新
羅
坊
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
）
（
（

。

　

こ
れ
ら
の
居
留
地
と
新
羅
本
国
と
の
交
易
を
構
想
す
る
際
、
先
行
研
究
の
な
か
に
は
、
新
羅
の
清
海
鎮
の
張
宝
高
が
あ
た
か
も
中
国
沿
岸
部
を
拠
点
に
活
動
す

る
海
商
を
統
率
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
捉
え
る
傾
向
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
清
海
鎮
の
交
易
は
江
淮
の
泗
州
漣
水
県
や
楚
州
に
あ
っ
た
新
羅
坊
、
登
州
南
辺
に
居

留
す
る
新
羅
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
礎
に
し
て
、
国
際
的
な
集
積
港
と
し
て
発
展
し
た
揚
州
な
ど
の
大
都
市
、
交
易
地
と
し
て
の
新
羅
や
北
部
九
州
と
接
続

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
中
国
沿
岸
部
に
分
布
す
る
す
べ
て
の
居
留
地
と
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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と
り
わ
け
、
泗
州
漣
水
県
の
新
羅
人
に
は
清
海
鎮
と
の
特
殊
な
結
び
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
）
（
（

。
こ
の
事
実
は
、
清
海
鎮
兵
馬
司
な
ど
の
肩
書
を
付
与
さ
れ
て
国
際

貿
易
を
行
っ
て
い
た
崔
暈
と
円
仁
の
交
流
や
、
杜
牧
（
八
〇
三
─
八
五
二
）
が
書
い
た
「
張
保
皐
・
鄭
年
伝
」（『
樊
川
文
集
』
巻
六
所
収
）
を
通
し
て
確
認
さ
れ

る
。
以
下
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
二
つ
の
地
域
は
移
住
元
、
移
住
先
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
人
々
の
断
続
的
な
往
還
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
移
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
基
本
的
な
地
域
間
関
係
が
清
海
鎮
交
易
の
一
つ
の
前
提
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

ま
ず
、
崔
暈
と
円
仁
の
交
流
を
見
て
い
く
。
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
二
月
、
登
州
文
登
県
の
赤
山
法
花
院
（
以
下
、
赤
山
院
と
す
る
）
に
逗
留
中
で
あ
っ
た
円

仁
は
、「
崔
押
衙
船
」
が
揚
州
よ
り
北
上
し
て
近
隣
の
乳
山
浦
に
停
泊
中
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
崔
暈
に
宛
て
て
書
状
を
送
っ
て
い
る
。『
行
記
』
巻
二
・
同
年
二

月
十
七
日
条
に
そ
の
写
し
が
み
え
る
（
以
下
断
ら
な
い
限
り
、『
行
記
』
を
用
い
る
）。

（
上
略
）
伏
惟
押
衙
尊
体
康
裕
。
即
此
円
仁
蒙
レ
恩
、
隔
以
二
雲
程
一
、
不
レ
獲
二
覲
謁
一
。
瞻
嘱
日
深
、
欽
詠
何
喩
。
円
仁
留
二‒

住
山
院
一
、
多
幸
過
レ
年
、
厚

蒙
二
衆
僧
仁
徳
一
、
殊
慰
二
旅
情
一
。
斯
乃
押
衙
慈
造
矣
。
庇
蔭
広
遠
。
豈
以
二
微
身
一
能
酬
答
乎
。
深
銘
二
心
骨
一
、
但
増
二
感
愧
一
。
先
蒙
二
芳
旨
一
、
開
春
従
二

漣
水
一
、
専
使
賜
レ
船
、
送
二‒

達
淮
南
一
者
。
近
聞
二
台
山
霊
跡
一
、
不
レ
任
二
追
慕
一
。
円
仁
本
意
専
尋
二
釈
教
一
。
幸
聞
二
聖
境
一
、
何
得
レ
不
レ
赴
。
縁
レ
有
二
此

願
一
、
先
向
一
台
岳
一
。
既
違
二
誠
約
一
、
言
事
不
レ
諧
、
深
愧
二
高
情
一
。
還
恐
所
レ
遣
使
人
、
空
致
二
劬
労
一
。
莫
レ
賜
二
怪
責
一
。
求
法
已
後
、
却
二‒

帰
赤
山
一
、

従
二
清
海
鎮
一
転
向
二
本
国
一
。
伏
望
参
二
張
大
使
一
具
陳
二
事
情
一
。
円
仁
却
迴
、
略
計
明
年
秋
月
。
若
有
二
彼
方
人
船
往
来
一
、
請
垂
二
高
命
一
、
特
令
二
尋
看
一
。

僧
等
帰
郷
、
専
憑
二
鴻
救
一
。
不
レ
任
二
勤
仰
之
至
一
。
謹
留
二
空
状
一
代
申
。
不
宣
、
謹
状
。

　

右
に
よ
れ
ば
、
台
州
天
台
山
へ
の
巡
礼
を
熱
望
し
て
い
た
円
仁
は
、
巡
礼
の
た
め
の
人
船
の
手
配
を
崔
暈
に
託
し
て
い
た
。
崔
暈
は
そ
の
求
め
に
応
じ
て
、
漣

水
よ
り
船
を
出
し
て
「
専
使
」
を
遣
わ
し
、「
淮
南
」
に
送
り
届
け
る
手
筈
で
あ
る
と
の
「
芳
旨
」
を
寄
越
し
て
き
た
。
開
成
四
年
（
八
三
九
）
六
月
二
十
八
日

条
に
、「
夜
頭
、
張
宝
高
遣
大
唐
売
物
使
崔
兵
馬
司
来
レ
寺
問
慰
」
と
あ
り
、
円
仁
は
赤
山
院
で
崔
暈
の
訪
問
を
受
け
て
い
る
。「
誠
約
」
は
こ
の
時
に
交
わ
さ
れ

た
ら
し
い
）
（1
（

。
後
掲
す
る
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
七
月
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
崔
暈
は
自
分
の
名
前
を
書
い
た
「
名
紙
」
を
与
え
、
そ
れ
を
携
え
て
漣
水
に

至
れ
ば
、
策
を
講
じ
て
と
も
に
日
本
に
渡
海
す
る
と
約
束
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
赤
山
院
の
新
羅
僧
聖
琳
か
ら
「
天
台
山
教
迹
」
を
伝
え
る
五
台
山
の
話
を
聞
い
た
円
仁
は
、
五
台
山
巡
礼
を
優
先
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
の
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三
七

で
あ
り
）
（（
（

、
崔
暈
の
「
芳
旨
」
を
得
た
時
点
で
は
す
で
に
公
験
の
発
給
を
待
つ
ば
か
り
の
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
右
の
書
状
を
作
成
し
た
二
日
後
、
二
月
二
十

九
日
に
は
赤
山
院
を
旅
立
っ
て
い
る
。「
聞
二
台
山
霊
跡
一
、不
レ
任
二
追
慕
一
」「
幸
聞
二
聖
教
一
、何
得
レ
不
レ
赴
」
と
は
巡
礼
へ
の
思
い
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

計
画
の
変
更
は
崔
暈
の
計
ら
い
や
迎
え
に
来
る
で
あ
ろ
う
「
使
人
」
の
協
力
を
徒
労
に
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
。
書
状
は
そ
の
こ
と
を
陳
謝
し
、
あ
ら
た
め
て
帰
国

の
幇
助
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
台
山
巡
礼
後
、
明
年
（
開
成
六
年
）
の
秋
を
目
処
に
赤
山
に
戻
り
、
清
海
鎮
経
由
で
日
本
に
帰
国
し
た
い
と
の

心
算
を
伝
え
、
日
本
に
向
か
う
人
船
が
あ
れ
ば
、
自
身
の
も
と
を
訪
ね
さ
せ
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
「
張
大
使
」（
張
宝
高
）
へ
の
言
伝
と
書
状
を

託
し
て
い
る
。

　

円
仁
の
書
状
と
前
後
の
崔
暈
の
行
動
を
整
理
す
れ
ば
、
崔
暈
は
揚
州
で
の
交
易
後
、
山
東
半
島
東
南
岸
に
位
置
す
る
登
州
の
乳
山
浦
・
赤
山
浦
を
寄
港
地
と
し

て
風
を
待
ち
、
渡
海
の
機
を
捉
え
て
朝
鮮
半
島
に
渡
り
、
新
羅
の
西
海
岸
沿
い
を
南
下
し
て
清
海
鎮
を
目
指
す
航
路
を
利
用
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
清
海
鎮

は
日
本
に
向
か
う
航
路
上
に
位
置
し
）
（1
（

、
大
宰
府
と
の
交
易
関
係
を
有
し
て
い
た
。
円
仁
が
帰
国
船
を
得
る
た
め
に
崔
暈
に
期
待
を
寄
せ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
清
海
鎮
を
拠
点
と
す
る
海
商
が
利
用
し
た
基
本
的
な
航
路
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
、
崔
暈
が
漣
水
か
ら
の
発
船
を
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
泗
州
漣
水
県
は
大
運
河
と
淮
河
の
結
節
点
に
位
置
し
、
運
河
を
南
行
す
れ
ば
楚
州

を
経
て
揚
州
に
至
り
、
北
行
す
れ
ば
海
州
・
密
州
の
海
港
や
沂
州
に
達
し
、
淮
河
を
下
れ
ば
海
口
に
出
る
こ
と
も
容
易
な
運
漕
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
に
は

新
羅
人
の
居
留
区
で
あ
る
新
羅
坊
が
存
在
し
た
が
、
そ
こ
は
崔
暈
の
「
名
紙
」
が
通
用
す
る
土
地
柄
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
崔
暈
と
漣
水
の
関
係
は
、
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
年
七
月
九
日
条
に
も
見
え
る
。
同
年
、
突
如
と
し
て
長
安
を
追
放
さ
れ
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ

た
円
仁
は
、
京
兆
府
の
公
験
を
手
に
東
行
し
、
揚
州
・
楚
州
経
由
で
登
州
を
目
指
す
。
そ
の
途
上
、
泗
州
漣
水
県
の
新
羅
坊
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
偶
然
に
も
崔
暈

に
再
会
し
た
の
で
あ
る
。

齋
時
到
二
漣
水
県
一
。
県
属
泗
。
縁
二
楚
州
訳
語
有
レ
書
一
、
付
送
二
漣
水
郷
人
一
。
所
レ
嘱
令
二
安
存
一
、
兼
計
二‒

会
留
鉤
之
事
一
、
仍
到
レ
県
、
先
入
二
新
羅
坊
一
。

坊
人
相
見
心
不
二
慇
懃
一
。
就
二
惣
管
等
一
苦
覓
二
識
認
一
、
毎
レ
事
難
レ
為
。
遇
二
崔
暈
第
十
二
郎
一
。
曽
為
二
清
海
鎮
兵
馬
使
一
、
在
二
登
州
赤
山
院
一
時
、
一
度

相
見
、
便
書
レ
名
留
期
云
、
和
尚
求
法
帰
国
之
時
、
事
須
将
二
此
名
紙
一
到
二
漣
水
一
、
暈
百
計
相
送
、
同
往
二
日
本
一
。
相
期
之
後
、
其
人
又
帰
到
二
新
羅
一
、

遇
二
国
難
一
、
逃
至
二
漣
水
一
住
。
今
見
便
識
、
情
分
不
レ
疏
、
竭
レ
力
謀
二
停
住
之
事
一
、
苦
覓
二
識
認
一
。
惣
管
等
俛
仰
計
レ
之
。
仍
作
レ
状
入
レ
県
見
二
長
官
一
、



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

三
八

請
レ
停
二‒

泊
当
県
新
羅
坊
内
一
、
覓
レ
船
帰
国
。（
中
略
）
長
官
問
云
、
新
羅
坊
裏
、
曽
有
二
相
識
一
否
。
答
曰
、
縁
下
開
成
四
年
日
本
国
朝
貢
使
一
従
二
楚
州
一
、

発
帰
国
、
時
皆
於
二
楚
州
及
当
県
一
抽
上
レ
人
、
的
令
有
二
相
識
一
。
長
官
処
二‒

分
祇
承
人
一
云
、
領
二
和
尚
一
到
二
新
羅
坊
一
、
若
人
識
認
、
即
分
付
取
二
領
状
一
来
、

若
無
二
人
認
一
、
即
却
領
二
和
上
一
来
。
便
共
レ
使
同
到
二
坊
内
一
。
惣
管
等
擬
レ
領
、
別
有
二
専
知
官
一
不
レ
肯
、
所
以
不
レ
作
二
領
状
一
、
却
到
二
県
中
一
。（
後
略
）

　

右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
新
羅
に
帰
国
し
た
崔
暈
第
十
二
郎
は
張
宝
高
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
「
国
難
」
に
遭
遇
し
、
追
捕
の
手
を
逃
れ
て
漣
水
に
身
を
寄
せ
て

い
た
。
円
仁
の
帰
国
事
情
を
知
っ
た
崔
暈
は
、
新
羅
坊
内
に
「
停
住
」
し
、
日
本
行
き
の
便
船
を
待
っ
て
漣
水
よ
り
渡
海
す
る
よ
う
提
案
し
、
そ
の
た
め
に
自
ら

新
羅
坊
惣
管
の
説
得
に
あ
た
り
、
漣
水
県
司
の
承
認
を
得
る
た
め
に
動
い
て
い
る
。
円
仁
が
坊
内
に
留
ま
る
に
は
、
か
つ
て
遣
唐
使
と
と
も
に
漣
水
に
停
泊
し
た

折
に
会
っ
た
者
の
「
識
認
」
が
必
要
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
当
時
僧
侶
の
通
行
や
一
所
へ
の
「
停
住
」
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
）
（1
（

、
結
局
、
専
知
官
の

反
対
も
あ
っ
て
「
領
状
」（
身
元
引
受
証
明
）
を
得
る
に
は
至
ら
ず
、
円
仁
は
坊
外
の
大
善
寺
に
止
宿
し
、
三
日
後
に
崔
暈
が
手
配
し
た
雇
船
で
海
州
に
発
っ
て

い
る
。
崔
暈
は
「
領
状
」
を
付
与
で
き
る
立
場
に
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
羅
坊
内
で
は
一
定
の
発
言
力
を
持
っ
て
お
り
、
惣
管
や
専
知
官
、
さ
ら
に
は

県
令
を
動
か
し
得
る
存
在
で
あ
っ
た
）
（1
（

。
崔
暈
が
惣
管
ら
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
、坊
内
で
そ
の
地
歩
を
築
き
得
た
の
は
清
海
鎮
兵
馬
司
時
代
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
関
係
が
逃
亡
者
と
な
っ
た
後
に
も
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

漣
水
と
清
海
鎮
の
つ
な
が
り
が
有
す
る
性
格
は
、
次
に
掲
げ
る
杜
牧
の
「
張
保
皐
・
鄭
年
伝
」
に
も
窺
わ
れ
る
）
（1
（

。
朝
鮮
史
料
と
の
食
い
違
い
も
あ
る
が
、
後
略

し
た
部
分
に
は
郭
子
儀
・
李
臨
淮
の
評
伝
と
と
も
に
、
仲
違
い
し
て
い
た
鄭
年
を
私
怨
を
棄
て
て
迎
え
た
張
保
皐
（
張
宝
高
）
の
度
量
を
称
え
る
文
章
が
含
ま
れ
、

全
体
と
し
て
作
者
の
党
争
政
治
に
対
す
る
批
判
を
反
映
し
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
）
（1
（

。
こ
の
主
題
か
ら
す
れ
ば
、
杜
牧
は
彼
が
知
り
得
た
あ
る
程
度
客
観
的
な
情
報

に
基
づ
い
て
二
人
の
伝
記
を
書
い
た
可
能
性
が
高
い
と
見
て
論
を
進
め
る
。

新
羅
人
張
保
皐
鄭
年
者
、
自
二
其
国
一
来
二
徐
州
一
、
為
二
軍
中
小
将
一
。
保
皐
年
三
十
、
年
二
少
十
歳
一
、
兄
呼
二
保
皐
一
。
倶
善
闘
戦
騎
而
用
レ
槍
、
其
本
国
与
二

徐
州
一
、
無
レ
有
二
能
敵
者
一
。
年
複
能
没
レ
海
、
履
二
其
地
一
五
十
裏
不
レ
鬻
。
角
其
二
勇
健
一
、
保
皐
不
レ
及
也
。
保
皐
以
レ
歯
、
年
以
レ
芸
、
常
齟
齬
不
二
相
下
一
。

後
保
皐
帰
二
新
羅
一
、
謁
二
其
王
一
曰
、
遍
中
国
以
二
新
羅
人
一
為
二
奴
婢
一
。
願
得
レ
鎮
二
清
海
一
新
羅
海
路
之
要
、
使
レ
賊
不
レ
得
二
掠
レ
人
西
去
一
。
其
王
与
二
万
人
一
、

如
二
其
請
一
、
自
二
太
和
一
後
、
海
上
無
下
鬻
二
新
羅
人
一
者
上
。
保
皐
既
貴
二
於
其
国
一
、
年
錯
寞
去
レ
職
饑
寒
、
在
二
泗
之
漣
水
県
一
。
一
日
言
二
於
漣
水
戍
将
馮
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元
規
一
曰
、
年
欲
三
東
帰
乞
二
食
於
張
保
皐
一
。
元
規
曰
、
爾
与
二
保
皐
一
所
レ
挟
何
如
。
奈
何
去
取
死
其
手
。
年
曰
、
饑
寒
死
、
不
如
兵
死
快
、
況
死
故
郷
耶
。

年
遂
去
。
至
謁
保
皐
飲
之
極
歓
。
飲
未
卒
、
其
国
使
至
、
大
臣
殺
其
王
、
国
乱
無
主
。
保
皐
遂
分
兵
五
千
人
与
年
、
持
年
泣
曰
、
非
子
不
能
平
禍
難
。
年
至

其
国
、
誅
反
者
立
王
。
以
報
王
遂
召
保
皐
為
相
、
以
年
代
保
皐
。（
後
略
）

　

こ
れ
を
簡
潔
に
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
新
羅
人
の
張
保
皐
と
鄭
年
は
と
も
に
唐
に
渡
り
、
徐
州
で
「
軍
中
小
将
」
と
な
っ
た
。
二
人
が
所
属
し
た

の
は
徐
州
節
度
使
の
牙
軍
で
あ
っ
た
武
寧
軍
と
さ
れ
る
）
（1
（

。
保
皐
は
槍
術
に
優
れ
、
鄭
年
は
水
中
の
潜
行
を
特
技
と
し
た
。
け
れ
ど
も
二
人
は
仲
が
悪
か
っ
た
。
や

が
て
保
皐
は
新
羅
に
帰
国
し
て
王
に
拝
謁
し
、人
身
売
買
を
禁
圧
す
る
た
め
に
「
清
海
」
の
鎮
衛
を
請
い
、「
万
人
」
の
兵
を
与
え
ら
れ
た
。
一
方
、年
は
職
を
去
っ

て
泗
州
漣
水
県
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
し
か
し
あ
る
年
、
飢
寒
の
た
め
に
帰
郷
を
決
意
す
る
。
保
皐
は
「
故
郷
」
に
戻
っ
た
年
を
歓
ん
で
迎
え
入
れ
た
。
時
に
大

臣
が
王
を
殺
害
し
、
国
が
乱
れ
た
。
保
皐
は
兵
五
千
人
を
年
に
与
え
て
反
逆
者
を
討
た
せ
、
王
に
召
さ
れ
て
宰
相
と
な
っ
た
後
は
年
に
清
海
を
守
ら
せ
た
。

　

鄭
年
は
そ
の
特
技
か
ら
み
て
海
民
の
出
身
で
あ
ろ
う
。
除
隊
後
は
漣
水
に
滞
在
し
、「
漣
水
戍
将
」
馮
元
規
な
る
人
物
と
の
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
。
杜
牧
の

作
文
に
な
る
が
、
鄭
年
は
帰
国
に
際
し
て
、
馮
元
規
と
語
ら
い
、「
故
郷
」
で
の
死
を
選
ん
だ
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
。
二
人
の
や
り
と
り
は
、
鄭
年
と
張
宝
高
、

漣
水
と
「
清
海
」（
鎮
）
を
つ
な
ぐ
鍵
に
な
っ
て
い
る
。「
故
郷
」
は
広
義
に
新
羅
を
指
す
も
の
と
解
釈
し
て
も
問
題
な
い
が
）
（1
（

、
後
文
の
内
容
を
見
れ
ば
、「
清
海
」

へ
の
帰
還
を
前
提
に
し
て
話
が
展
開
し
て
い
る
。「
故
郷
」
と
は
「
清
海
」
を
指
す
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
清
海
鎮
が
置
か
れ
た
朝
鮮
半
島
西
南
部
の
莞
島
、

あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
島
嶼
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

移
民
研
究
の
成
果
に
よ
れ
ば
）
（1
（

、
居
留
社
会
は
ま
ず
出
身
地
を
同
じ
く
す
る
人
々
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
傾
向
を
持
つ
。
ま
た
、
移
民
の
目
的
は
同
族
・
同
郷
関

係
に
一
致
し
、
そ
れ
が
移
民
の
新
し
い
社
会
環
境
へ
の
適
応
を
可
能
に
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
基
本
的
理
解
に
照
ら
せ
ば
、
鄭
年
の
在
唐
生
活
や
崔
暈
の
亡
命

に
漣
水
と
の
関
係
が
看
取
さ
れ
る
の
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
に
は
清
海
鎮
周
辺
を
移
住
元
、
漣
水
を
移
住
先
と
す
る
移
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
想

定
で
き
る
。
鄭
年
の
同
郷
者
で
あ
っ
て
、
同
じ
目
的
で
渡
唐
し
て
軍
職
に
就
い
た
張
宝
高
は
、
鄭
年
と
一
緒
に
漣
水
に
移
住
し
た
も
の
と
憶
察
さ
れ
る
。
漣
水
と

「
清
海
」
と
の
関
係
が
い
つ
、
い
か
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
先
学
の
推
定
）
11
（

に
準
じ
て
張
宝
高
・
鄭
年
の
渡
唐
時
期
を
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭

に
置
く
と
す
れ
ば
、
両
地
域
は
崔
暈
の
亡
命
に
至
る
ま
で
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
緊
密
な
関
係
を
維
持
し
た
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
崔
暈
が
そ
の
貿
易
活
動
に

お
い
て
、漣
水
を
唐
国
内
の
一
拠
点
と
し
て
い
る
よ
う
に
、清
海
鎮
の
国
際
貿
易
の
前
提
に
は
移
住
民
の
往
還
が
生
み
出
す
両
地
域
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
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た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

以
上
、
新
羅
人
居
留
地
と
新
羅
本
国
の
関
係
を
示
す
事
例
と
し
て
、
泗
州
漣
水
県
と
清
海
鎮
を
結
ぶ
往
来
に
着
目
し
た
。
清
海
鎮
の
特
殊
性
を
考
慮
す
べ
き
か

も
し
れ
な
い
が
、
漣
水
に
出
入
り
す
る
新
羅
人
の
状
況
は
、
居
留
社
会
が
移
住
民
の
出
身
地
な
ど
特
定
の
関
係
を
紐
帯
と
し
て
構
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

（
二
）
揚
州
・
密
州
・
海
州
の
新
羅
人

　

次
に
、
揚
州
・
密
州
・
海
州
に
お
け
る
居
留
の
傾
向
に
つ
い
て
一
瞥
す
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
地
域
の
新
羅
人
は
、
漣
水
の
新
羅
人
と
は
対
照
的
に
本
国
と
の
関

係
が
明
確
で
な
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

揚
州
は
大
食
国
・
波
斯
国
・
占
婆
国
な
ど
多
く
の
外
国
商
人
が
集
ま
る
国
際
貿
易
都
市
で
あ
り
、
崔
暈
の
例
を
考
慮
す
る
と
、
新
羅
人
の
参
入
も
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
朱
景
玄
の
『
唐
朝
名
画
録
』
は
、
中
唐
期
の
周
昉
の
作
品
に
ふ
れ
て
、「
貞
元
末
、
新
羅
国
有
二
人
於
江
淮
一
、
以
二
善
価
一
収
二‒

市
数
十
巻
一
、
持
往
二
彼

国
一
」（
神
品
・
中
）
と
い
う
巷
談
を
載
せ
て
お
り
）
1（
（

、
元
稹
の
『
元
氏
長
慶
集
』
も
「
鶏
林
賈
人
、
求
レ
市
頗
切
自
云
、
本
国
宰
相
毎
以
二
百
金
一
換
二
一
篇
一
、
其

偽
者
宰
相
輒
能
弁
レ
別
之
」（
巻
五
一
）
と
伝
え
て
い
て
）
11
（

、
江
淮
地
方
の
市
廛
に
神
品
と
さ
れ
る
絵
画
や
流
行
詩
篇
を
高
値
で
買
い
付
け
る
新
羅
人
の
姿
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
揚
州
に
は
新
羅
坊
が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。
そ
れ
は
唐
代
の
揚
州
城
址
よ
り
新
羅
磁
器
・
高
麗
青
磁
片
が
出
土
し
た

こ
と
を
根
拠
と
し
、
楚
州
・
泗
州
漣
水
県
に
お
け
る
新
羅
坊
の
存
在
か
ら
類
推
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
北
宋
の
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
に
設
置
さ
れ
た
高
麗
館

を
、
新
羅
館
あ
る
い
は
新
羅
坊
の
後
継
施
設
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
客
観
性
に
乏
し
い
）
11
（

。

　

円
仁
は
、開
成
三
年
（
八
三
七
）
七
月
下
旬
の
遣
唐
第
二
舶
の
揚
州
府
到
着
よ
り
翌
年
二
月
中
旬
に
ま
で
の
約
八
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
揚
州
に
滞
在
し
て
い
る
が
、

こ
の
間
、
新
羅
人
と
接
触
し
た
の
は
、
海
商
王
請
の
訪
問
を
受
け
た
一
例
に
限
ら
れ
て
い
る
。
王
請
は
対
日
貿
易
の
担
い
手
で
あ
り
、
日
本
語
も
堪
能
で
、
円
仁

に
対
し
て
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
に
出
羽
国
に
漂
着
し
た
唐
人
張
覚
済
船
に
同
船
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
し
て
、「
為
レ
交
二‒

易
諸
物
一
、
離
レ
此
過
海
。
忽
遇
二

悪
風
一
、
南
流
三
月
、
漂
二‒

着
出
州
国
一
。
其
張
覚
済
兄
弟
二
人
、
臨
二
将
発
時
一
、
同
共
逃
留
二
出
州
一
。
従
二
北
出
州
一
、
就
二
北
海
一
而
発
、
得
二
好
風
一
、
十
五
箇

日
流
二‒

着
長
門
国
一
」
と
漂
流
の
顛
末
を
語
っ
て
い
る
（
開
成
四
年
正
月
八
日
条
）。
こ
の
他
、
登
州
の
赤
山
院
滞
在
中
の
会
昌
六
年
（
八
四
六
）
四
月
、
円
仁

を
王
宗
な
る
新
羅
人
が
訪
ね
て
い
る
（
二
十
七
日
条
）。
王
宗
は
「
南
州
人
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
か
ら
渡
海
し
た
延
暦
寺
僧
性
海
の
書
状
を
届
け
、
性
海
の
召
喚



唐
に
お
け
る
新
羅
人
居
留
地
と
交
易

四
一

を
託
さ
れ
て
楚
州
経
由
で
揚
州
に
戻
っ
て
い
る
（
五
月
一
日
条
・
六
月
十
七
日
条
）。
彼
は
揚
州
在
住
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
揚
州
に
新
羅
人
が
居
留
し

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
大
規
模
な
居
留
は
確
認
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、『
行
記
』
に
ほ
と
ん
ど
の
ぼ
ら
な
い
点
か
ら
す
れ
ば
、
後
述
す
る
楚
州
・
登
州

の
新
羅
人
社
会
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

王
請
に
関
連
し
て
、『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
四
月
戊
戌
条
に
、「
唐
人
李
少
貞
二
十
人
、
漂
二‒

着
出
羽
国
一
」
と
あ
る
の
は
、
同
一
の
漂
着
を

伝
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
李
少
貞
な
る
人
物
は
、
八
四
〇
年
前
後
に
張
宝
高
の
配
下
と
し
て
清
海
鎮
を
拠
点
に
対
日
貿
易
を
行
っ
て
い
た
新
羅
海
商
で
あ
る
。

し
か
し
、
八
二
〇
年
の
時
点
で
は
、
王
請
と
と
も
に
揚
州
を
拠
点
に
し
て
唐
海
商
と
の
協
業
に
よ
っ
て
貿
易
を
展
開
し
て
い
た
ら
し
い
。
唐
人
と
の
協
力
関
係
は
、

王
請
・
李
少
貞
の
ほ
か
、
円
仁
の
帰
国
船
と
な
る
蘇
州
を
出
港
地
と
し
た
金
珍
船
な
ど
、
こ
の
時
期
の
揚
州
以
南
の
新
羅
人
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
し
か
も
、

李
少
貞
は
張
宝
高
死
後
の
混
乱
を
鎮
定
し
た
閻
丈
の
使
者
と
し
て
来
日
し
て
い
る
）
11
（

。
そ
の
行
動
は
前
述
の
崔
暈
と
は
対
照
的
で
あ
っ
て
、
清
海
鎮
を
拠
点
に
活
動

し
た
海
商
勢
力
と
は
一
線
を
画
す
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
八
二
〇
年
代
以
降
の
海
域
世
界
の
変
化
、
新
し
い
国
際
貿
易
の
展
開
を
背
景
に
し
て
、

対
日
貿
易
の
た
め
に
揚
州
か
ら
新
羅
へ
と
拠
点
を
移
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。王
請
や
李
少
貞
の
場
合
、基
本
的
に
は
新
羅
本
国
と
の
関
係
は
希
薄
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

密
州
・
海
州
に
お
け
る
居
留
の
状
況
は
、
開
成
四
年
四
月
の
海
州
東
海
県
で
の
出
来
事
に
垣
間
見
ら
れ
る
。
残
留
の
た
め
に
遣
唐
使
船
を
下
り
た
円
仁
一
行
は
、

密
州
の
木
炭
輸
送
船
に
遭
遇
す
る
。
円
仁
ら
は
船
員
に
対
し
て
自
ら
を
新
羅
僧
と
偽
る
が
、
船
員
た
ち
は
「
吾
等
従
二
密
州
一
来
、
船
裏
載
レ
炭
向
二
楚
州
一
去
。

本
是
新
羅
人
、
人
数
十
有
余
」
と
語
り
、
一
人
を
遣
わ
し
て
円
仁
一
行
を
同
県
宿
城
村
の
新
羅
人
宅
に
案
内
す
る
。
し
か
し
、
宿
城
村
村
老
の
王
良
は
、「
和
尚

到
二
此
処
一
、
自
稱
二
新
羅
人
一
。
見
二
其
言
語
一
、
非
二
新
羅
語
一
。
亦
非
二
大
唐
語
一
」
と
日
本
僧
で
あ
る
こ
と
を
看
破
し
、
円
仁
ら
を
州
の
役
人
に
引
き
渡
し
た

の
で
あ
る
。

　

密
州
の
新
羅
人
居
留
地
は
、
海
上
交
通
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
大
珠
山
の
麓
に
あ
っ
た
）
11
（

。
遣
唐
使
船
に
搭
乗
し
た
水
手
は
渡
海
に
先
立
っ
て
、
諸
城
県
大
珠

山
に
お
い
て
船
舶
を
修
理
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
（
開
成
四
年
四
月
一
日
条
）。
ま
た
、
円
仁
は
登
州
よ
り
楚
州
に
向
か
う
べ
く
、
大
珠
山
の
驕
馬
浦
に

お
い
て
新
羅
人
陳
忠
の
木
炭
輸
送
船
を
雇
っ
て
い
る
（
大
中
元
年
閏
三
月
十
七
日
条
）。
こ
う
し
た
わ
ず
か
な
例
に
依
拠
す
れ
ば
、
同
地
の
新
羅
人
に
は
木
材
の

伐
採
・
加
工
・
輸
送
に
従
事
す
る
人
々
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
木
炭
は
唐
の
国
内
交
易
に
よ
っ
て
生
産
地
の
密
州
か
ら
市
場
・
消
費
地
と
な
る
楚
州
に
船
で

輸
送
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
船
員
は
唐
で
生
ま
れ
た
比
較
的
若
い
世
代
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
円
仁
と
の
接
触
は
、
彼
ら
が
新
羅
語
を
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
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な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
彼
ら
は
国
際
貿
易
に
従
事
す
る
新
羅
人
と
は
異
な
り
、
仕
事
の
遂
行
上
、
新
羅
語
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
居
留
社
会
で
は
、
新
羅
本
国
と
の
関
係
は
さ
ら
に
希
薄
に
な
り
、
母
語
の
維
持
・
伝
習
の
努
力
は
な
さ
れ
ず
、
地
域
社
会
へ
の
同
化
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
傾

向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
海
州
は
運
河
で
楚
州
・
揚
州
と
結
ば
れ
、
海
路
で
山
東
半
島
の
密
州
・
登
州
に
向
か
う
要
地
に
あ
っ
た
。
宿
城
村
の
周
辺
に
は
「
取
塩
処
」
が
あ
り
（
開

成
四
年
四
月
七
日
条
）、
製
塩
に
従
事
す
る
人
々
の
居
留
が
推
測
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。
ま
た
、
密
州
の
新
羅
人
と
の
連
絡
か
ら
す
れ
ば
、
村
落
内
の
居
留
民
も
域
内
交

易
に
従
事
し
、
国
際
貿
易
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
新
羅
語
を
理
解
す
る
王
良
は
村
老
も
し
く
は
村
長
の
地
位
に
あ
っ
て
、
村
落
内
で
も
古
い
世

代
に
属
し
て
お
り
、
密
州
の
居
留
地
同
様
、
世
代
の
更
新
が
進
む
な
か
で
（
地
域
社
会
へ
の
）
同
化
が
進
行
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

密
州
は
唐
の
高
句
麗
遠
征
の
一
拠
点
と
さ
れ
、
宋
と
高
麗
の
通
交
に
お
い
て
は
、
登
州
航
路
の
堆
砂
に
よ
る
航
路
の
不
安
定
、
対
遼
関
係
上
の
問
題
を
背
景
に
、

山
東
半
島
の
南
側
を
通
過
す
る
航
路
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
海
商
の
往
来
も
頻
繁
に
な
り
、
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
に
は
板
橋
鎮
に
市
舶
司
が
置
か
れ
て

い
る
）
11
（

。
ま
た
、
円
仁
が
海
州
押
衙
で
勾
当
蕃
客
を
兼
務
す
る
張
実
に
事
情
聴
取
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
、
海
州
府
は
外
交
使
節
の
応
対
や
通
過
管
理
な
ど
対
外
交

通
上
の
処
務
も
担
っ
て
い
た
。
七
二
〇
年
頃
の
話
に
な
る
が
、『
太
平
広
記
』
巻
二
四
三
・
貪
・
李
邕
条
に
は
「
日
本
国
使
至
二
海
州
一
。
凡
五
百
人
、
載
二
国
信
一
。

有
二
十
船
一
、
珍
貨
数
百
万
」
と
あ
る
よ
う
に
、
外
国
使
節
が
到
来
す
る
土
地
で
も
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
新
羅
と
の
交
通
関
係
を
背
景
に
し
て
密
州
・
海
州
に
移

り
住
む
人
々
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
対
外
戦
略
上
の
位
置
付
け
や
航
路
上
の
重
要
性
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
そ
れ
は
居
留
地
の
展
開
に
も
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
消
極
的
な
評
価
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
円
仁
と
の
接
触
を
参
考
に
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
密
州
・
海
州
両
地
域
の
新
羅
人
も
何

ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
本
国
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
推
測
を
重
ね
つ
つ
新
羅
人
居
留
地
の
状
況
と
新
羅
本
国
と
の
関
係
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
円
仁
が
在
唐
中
、
最
も
深
く
関
わ
っ
た
の
は
楚
州
・
登
州

の
新
羅
人
社
会
で
あ
っ
た
。
次
節
で
は
そ
の
中
心
的
人
物
で
あ
る
劉
慎
言
と
張
詠
の
役
割
を
確
認
し
、
羅
唐
間
交
通
に
お
け
る
居
留
地
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
。

二
、
楚
州
・
登
州
に
お
け
る
新
羅
人
の
居
留
社
会　

（
一
）
楚
州
新
羅
坊
の
新
羅
訳
語
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楚
州
の
街
区
に
は
、
泗
州
漣
水
県
と
同
じ
く
新
羅
坊
が
あ
っ
た
。
新
羅
坊
は
泉
州
・
広
州
等
に
あ
っ
た
ム
ス
リ
ム
の
蕃
坊
に
対
比
さ
れ
る
。
蕃
坊
で
は
居
留
民

の
な
か
か
ら
一
人
を
選
ん
で
蕃
長
と
し
、
庶
務
を
管
掌
さ
せ
る
と
と
も
に
自
治
を
行
わ
せ
た
の
に
対
し
、
新
羅
坊
に
は
州
県
と
の
折
衝
を
担
当
す
る
長
と
し
て
惣

管
が
お
り
、
自
治
的
な
組
織
が
運
営
さ
れ
て
い
た
）
11
（

。
漣
水
県
の
新
羅
坊
に
は
惣
管
の
下
に
専
知
官
が
置
か
れ
て
、
坊
内
の
居
留
民
を
ま
と
め
て
お
り
、
楚
州
の
新

羅
坊
に
は
惣
管
の
地
位
に
薛
詮
、
そ
の
下
に
置
か
れ
た
新
羅
訳
語
に
劉
慎
言
な
る
人
物
が
就
い
て
い
た
。
薛
詮
に
つ
い
て
は
、「
当
州
同
軍
将
」
と
み
え
る
（
会

昌
五
年
七
月
三
日
条
）。
史
料
上
は
、
漣
水
の
居
留
地
に
新
羅
訳
語
の
存
在
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
楚
州
の
居
留
地
に
は
専
知
官
の
存
在
を
見
出

せ
な
い
。
二
つ
の
新
羅
坊
は
淮
河
に
よ
っ
て
連
接
し
、
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
海
上
交
通
や
運
漕
に
従
事
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
社
会
組
織
の
相
違
は
、
両
者

の
基
本
的
な
性
格
や
役
割
の
違
い
に
関
わ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
端
を
示
唆
す
る
の
は
、
承
和
の
遣
唐
使
の
帰
国
船
確
保
の
た
め
の
手
続
き
で
あ
る
。
遣
唐
使
は
楚
州
に
お
い
て
新
羅
船
と
「
新
羅
人
諳
二
海
路
一
者
六

十
余
人
」（
梢
工
・
水
手
）
を
雇
っ
て
い
る
（
開
成
四
年
三
月
十
七
日
条
）。
こ
の
傭
船
は
、
長
安
に
到
着
し
た
遣
唐
大
使
の
藤
原
常
嗣
の
奏
聞
に
よ
っ
て
許
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
行
記
』
開
成
四
年
二
月
二
十
四
日
条
に
、

大
使
宣
云
、
到
レ
京
之
日
、
即
奏
下
請
益
僧
往
二
台
州
一
之
事
、
雇
二
九
箇
船
一
、
且
令
レ
修
之
事
上
。
礼
賓
使
云
、
未
二
対
見
一
之
前
、
諸
事
不
レ
得
二
奏
聞
一
。
再

三
催
勧
上
奏
、
但
許
二
雇
レ
船
修
理
一
、
不
レ
許
遣
二
台
州
一
。

と
あ
っ
て
、
藤
原
常
嗣
が
円
仁
の
台
州
行
き
と
と
も
に
、
渡
海
に
要
す
る
船
舶
の
確
保
と
そ
の
修
理
を
要
請
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
、「
対
見
」

以
前
の
奏
聞
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
沿
っ
て
唐
政
府
の
勅
許
を
必
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
傭
船
を
認
め
る
勅
符

は
、
開
成
四
年
正
月
初
旬
に
は
揚
州
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
同
月
三
日
条
に
、「
又
聞
、
勅
符
到
レ
州
。
其
符
状
稱
、
准
二
朝
貢
使
奏
一
、
為
二
日
本
国
使
一
、

帖
二
於
楚
州
一
雇
レ
船
。
便
以
二
三
月
一
令
二
渡
海
一
者
」
と
見
え
て
お
り
、
楚
州
で
の
傭
船
を
許
可
し
、
三
ヶ
月
以
内
の
渡
海
を
命
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

傭
船
に
か
か
わ
る
業
務
を
現
地
で
担
当
し
た
の
は
、
遣
唐
使
新
羅
訳
語
の
金
正
南
で
あ
る
。
金
正
南
の
行
動
で
注
目
す
べ
き
は
、
右
の
勅
符
の
到
達
を
待
つ
こ

と
な
く
、
前
年
の
十
二
月
十
八
日
に
は
「
諸
使
帰
国
之
船
」
を
定
め
る
た
め
に
揚
州
を
離
れ
て
楚
州
に
向
か
い
、
閏
正
月
四
日
に
は
、
船
舶
の
修
理
の
た
め
に
遣

唐
使
員
の
都
匠
・
番
匠
・
船
工
・
鍛
工
等
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
勅
許
を
見
越
し
た
こ
の
行
動
は
、
楚
州
に
お
け
る
外
国
使
節
の
発
着
、
船
舶
の
借
り
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上
げ
に
関
す
る
先
例
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
入
唐
頻
度
の
少
な
い
日
本
使
節
が
そ
の
前
例
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
す
れ
ば
、
そ
れ
は
頻

繁
に
入
唐
し
て
い
る
新
羅
使
節
に
準
じ
た
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
承
和
の
遣
唐
使
は
揚
州
到
達
後
、
新
羅
使
節
と
誤
解
さ
れ
て
い
る

が
）
11
（

、
そ
も
そ
も
唐
の
事
情
に
詳
し
い
金
正
南
や
朴
正
長
ら
を
新
羅
訳
語
と
し
て
搭
乗
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
、
入
唐
は
新
羅
人
の
知
識
や
彼
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

大
き
く
依
存
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
唐
で
の
行
動
や
手
続
き
の
類
は
新
羅
使
節
の
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
遣
唐
使
が
揚
州
よ
り
卞
河
の
水

運
を
利
用
し
て
長
安
に
向
か
い
、
再
び
卞
河
を
下
り
楚
州
を
起
点
と
す
る
航
路
を
と
っ
て
い
る
の
も
、
南
路
に
よ
っ
て
江
淮
か
ら
朝
貢
し
た
際
の
新
羅
使
節
の
往

還
路
に
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
）
1（
（

。
迂
遠
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
楚
州
の
新
羅
坊
は
唐
と
新
羅
を
結
ぶ
国
家
間
交
通
を
補
完
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
前
掲
し
た
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
七
月
九
日
条
に
「
於
二
楚
州
及
当
県
一
抽
レ
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楚
州

で
雇
っ
た
梢
工
・
水
手
の
な
か
に
は
、
漣
水
県
新
羅
坊
を
拠
点
に
活
動
す
る
者
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
漣
水
の
新
羅
坊
は
、

楚
州
の
新
羅
人
が
負
う
対
外
交
通
上
の
任
務
を
補
助
す
る
役
割
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
。

　

以
下
で
は
新
羅
訳
語
劉
慎
言
の
活
動
を
通
し
て
、
楚
州
の
新
羅
坊
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
。
開
成
四
年
三
月
、
楚
州
で
遣
唐
大
使
ら
と
合
流
し
た
円
仁
は
、

劉
慎
言
に
対
し
て
砂
金
・
腰
帯
を
贈
り
、
そ
の
翌
日
に
は
礼
物
を
受
け
取
っ
て
い
る
（
二
十
二
日
・
二
十
三
日
条
）。
唐
土
残
留
の
方
策
を
得
る
た
め
の
贈
物
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
を
初
見
と
し
て
、
劉
慎
言
は
長
安
・
登
州
に
滞
在
中
の
円
仁
に
書
信
を
送
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
彼
の
請
け
負
っ
た
様
々
な
業
務
が
分
か
る
。

　

ま
ず
、
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
五
月
二
十
五
日
条
は
、
天
台
山
に
留
学
す
る
円
載
の
書
状
と
と
も
に
、
劉
慎
言
が
円
載
の
傔
従
仁
済
に
付
し
て
長
安
に
送
っ
た

書
信
を
抄
出
し
て
い
る
。

楚
州
新
羅
訳
語
劉
慎
言
、
今
年
二
月
一
日
寄
二
仁
済
書
一
云
、
送
二
朝
貢
使
一
梢
工
・
水
手
、
前
年
秋
廻
二
彼
国
一
。
玄
済
闍
梨
附
二
書
状
并
砂
金
廿
四
小
両
一
。

見
二
在
弊
所
一
。
恵
蕚
和
尚
附
レ
船
到
二
楚
州
一
、
已
巡
二
五
台
山
一
、
今
春
擬
レ
返
二
故
郷
一
。
慎
言
排
二
比
人
船
一
訖
。

　

こ
の
書
状
は
、
遣
唐
使
が
雇
っ
た
新
羅
人
の
梢
工
・
水
手
ら
の
帰
還
）
11
（

、
日
本
か
ら
送
付
さ
れ
た
玄
済
阿
闍
梨
の
手
紙
や
砂
金
が
楚
州
に
あ
る
こ
と
、
恵
萼
が
楚

州
に
到
り
、
五
台
山
・
天
台
山
に
向
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
梢
工
・
水
手
の
手
配
は
、
も
と
よ
り
劉
慎
言
が
関
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
仁

済
が
も
た
ら
し
た
円
載
の
書
状
は
、「
僧
玄
済
将
金
廿
四
小
両
、
兼
有
二
人
々
書
状
等
一
、
付
二
於
陶
十
二
郎
帰
一レ
唐
。
此
物
見
二
在
劉
慎
言
宅
一
」
と
そ
の
委
細
を
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説
明
し
て
い
る
（
同
日
条
）。
砂
金
等
は
海
商
の
陶
十
二
郎
（
陶
中
）
が
日
本
を
離
れ
る
際
に
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
劉
慎
言
宅
に
預
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
恵
萼
の
動
向
に
つ
い
て
は
、「
其
恵
蕚
和
尚
去
秋
暫
往
二
天
台
一
。
冬
中
得
レ
書
云
、
擬
下
趁
二
李
隣
徳
四
郎
船
一
、
取
二
明
州
一
帰
国
上
。
依
二
恵
蕚
和
尚
銭
物
・

衣
服
并
弟
子
悉
在
二
楚
州
一
、
又
人
船
已
備
、
不
一レ
免
レ
奉
レ
邀
、
従
レ
此
発
送
」
と
あ
っ
て
（
同
日
条
）、
楚
州
か
ら
帰
国
す
る
予
定
で
あ
っ
た
恵
萼
は
、
劉
慎
言

に
人
船
の
手
配
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
明
州
の
李
隣
徳
船
で
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
劉
慎
言
は
楚
州
に
残
さ
れ
た
恵
萼
の
弟
子
と
金
銭
・
衣
服
を
日
本

に
発
送
し
た
と
い
う
。

　

円
仁
は
同
年
七
月
、
弟
子
の
惟
正
を
楚
州
に
遣
わ
し
て
日
本
か
ら
の
書
状
等
を
求
め
た
が
（
二
十
一
日
条
）、
十
月
十
三
日
条
に
は
、

惟
正
従
二
楚
州
一
帰
到
二
上
都
一
。
得
二
本
国
書
二
封
、
楞
厳
院
状
一
封
、
高
上
人
書
一
封
、
刀
子
四
柄
一
。
其
付
二
陶
中
一
金
廿
四
小
両
、
楚
州
訳
語
劉
慎
言
先

已
用
尽
、
惣
不
レ
得
而
空
手
来
。
得
二
訳
語
報
一
云
、
拠
二
円
載
闍
梨
命
一
、
先
已
用
矣
。
書
函
封
先
已
折
開
。

と
あ
っ
て
、
首
楞
厳
院
等
の
書
状
は
開
封
さ
れ
、
砂
金
は
円
載
の
指
示
で
使
い
果
た
さ
れ
て
い
た
。
開
封
の
経
緯
は
分
か
ら
な
い
が
、
書
状
は
海
外
の
消
息
を
得

る
情
報
源
と
し
て
も
有
益
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
旅
資
は
日
本
僧
の
在
唐
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
劉
慎
言
の
も
と
で
必
要
に
応
じ
て
送
金
さ
れ
た
り
、
用
立
て
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
い
で
会
昌
三
年
（
八
四
三
）
十
二
月
条
所
引
の
劉
慎
言
の
書
信
は
、
彼
が
円
載
の
弟
子
仁
好
・
順
昌
の
一
時
帰
国
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

得
二
楚
州
訳
語
劉
慎
言
書
一
云
、
天
台
山
留
学
円
載
闍
梨
稱
、
進
レ
表
遣
弟
子
僧
両
人
令
レ
帰
二
日
本
国
一
。
其
弟
子
等
来
到
二
慎
言
処
一
覓
レ
船
。
慎
言
与
二
排

比
一
隻
船
一
、
着
レ
人
発
送
訖
。
今
年
九
月
発
去
者
。

　

劉
慎
言
は
自
ら
船
一
隻
を
手
配
し
、
九
月
に
発
送
を
終
え
て
い
る
。
仁
好
ら
は
同
年
十
二
月
に
新
羅
人
張
公
靖
ら
二
十
六
人
と
と
も
に
長
門
国
に
帰
着
し
、
翌

年
七
月
に
は
円
載
・
円
仁
の
旅
資
と
し
て
朝
廷
か
ら
支
給
さ
れ
た
黄
金
各
二
百
両
を
携
え
て
再
渡
海
し
て
い
る
）
11
（

。
長
安
の
円
仁
に
日
本
僧
の
往
還
情
報
な
ど
を
伝

え
た
の
は
、
楚
州
新
羅
坊
の
使
者
で
あ
っ
た
。
同
年
正
月
二
十
九
日
条
に
、「
楚
州
新
羅
人
客
来
。
得
二
楚
州
訳
語
劉
慎
言
書
一
通
、
順
昌
阿
闍
梨
書
一
通
一
」
と
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あ
る
。
劉
慎
言
は
こ
う
し
た
交
信
に
よ
っ
て
長
安
の
新
羅
人
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

長
安
追
放
後
の
円
仁
は
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
七
月
三
日
、
楚
州
山
陽
県
に
至
り
、
新
羅
坊
で
薛
詮
と
劉
慎
言
に
面
会
し
て
い
る
。
二
人
は
坊
内
に
円
仁
ら
を

留
め
て
楚
州
か
ら
帰
国
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
淮
南
節
度
使
下
で
は
「
准
レ
勅
逓
過
之
人
、
両
日
停
留
、
便
是
違
勅
罪
」
と
交
通
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
（
会

昌
五
年
七
月
三
日
条
）、
賄
を
用
い
て
交
渉
を
重
ね
て
も
、
県
司
は
「
力
不
レ
及
也
」
と
し
て
許
可
を
与
え
ず
、
牒
を
発
し
て
登
州
へ
の
逓
送
を
整
え
よ
う
と
す

る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
劉
慎
言
は
県
家
の
仕
丁
に
銭
三
百
文
を
与
え
、
八
日
朝
ま
で
坊
内
に
と
ど
め
る
こ
と
を
黙
認
さ
せ
て
い
る
（
同
月
五
日
条
）。

そ
の
上
で
、
陸
路
に
よ
る
登
州
行
き
に
は
深
憂
多
く
、
治
安
や
廃
仏
政
策
が
交
通
の
障
害
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、「
訳
語
宅
」
に
日
本
へ
の
請
来
品
を
一
時
預

け
る
よ
う
円
仁
に
指
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
日
条
に
、

共
二
劉
訳
語
一
商
量
、
従
レ
京
将
来
聖
教
功
徳
幀
及
僧
服
等
、
都
四
籠
子
、
且
寄
二‒

着
訳
語
宅
裏
一
、
分
二‒

付
訳
語
一
、
嘱
令
二
検
校
一
。
苦
嘱
云
、
若
到
二
登

州
一
得
二
停
泊
一
、
即
将
レ
書
請
来
。
未
レ
間
在
レ
長
、
意
二
検
校
一
、
勿
レ
令
二
漏
失
一
。

と
あ
る
。
円
仁
は
登
州
到
着
後
の
同
年
九
月
、
張
詠
の
家
人
高
山
を
介
し
て
こ
れ
を
取
り
寄
せ
よ
う
と
し
た
（
二
十
二
日
条
）。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
正
月
、
劉
慎

言
は
書
状
に
よ
り
、
淮
南
節
度
使
の
勅
命
を
受
け
て
坊
内
の
経
典
・
仏
具
等
の
一
切
を
焼
却
し
た
こ
と
を
伝
え
て
き
た
（
正
月
九
日
条
）。
新
羅
坊
は
節
度
使
権

力
の
介
入
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
胎
蔵
・
金
剛
両
部
大
曼
荼
羅
盛
色
」
以
外
の
請
来
品
は
無
事
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
傔
従
丁
雄
万
を

閻
方
金
船
に
付
し
て
楚
州
に
向
か
わ
せ
て
い
る
（
二
月
五
日
条
・
六
月
二
十
九
日
条
）。

　

七
月
八
日
、
劉
慎
言
は
楚
州
を
離
れ
る
円
仁
に
対
し
て
一
行
の
安
存
を
託
す
「
路
次
郷
人
」
宛
て
の
信
書
を
与
え
て
い
る
。
同
日
条
に
「
劉
訳
語
有
二
書
状
一
、

付
送
二
登
州
已
来
路
次
郷
人
一
所
レ
嘱
安
存
与
作
二
主
人
一
等
事
」
と
あ
る
。
こ
の
書
状
は
、
楚
州
か
ら
登
州
に
至
る
新
羅
人
の
「
郷
人
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在

を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
泗
州
漣
水
県
入
り
し
た
円
仁
は
、
信
書
を
頼
り
に
真
っ
直
ぐ
新
羅
坊
に
向
か
っ
て
い
る
（
前
掲
同
日
条
）。
し
か
し
、
漣

水
以
外
で
は
信
書
に
期
待
を
寄
せ
た
形
跡
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
途
次
に
あ
た
る
海
州
・
密
州
で
は
新
羅
人
と
の
接
触
さ
え
図
っ
て
い
な
い
。
海
州
で
は
同
地

か
ら
の
渡
海
を
請
う
が
、「
近
者
新
羅
僧
亦
従
二
京
兆
府
一
逓
来
、
請
二
於
当
州
権
泊
一
、
使
君
不
レ
肯
、
便
逓
過
」
と
あ
る
よ
う
に
（
同
月
十
五
日
条
）、
新
羅
僧

で
も
状
況
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
同
地
の
新
羅
人
は
楚
州
の
「
郷
人
」
と
の
関
係
は
希
薄
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
、「
郷
人
」
同
士
の
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つ
な
が
り
は
、
楚
州
・
泗
州
漣
水
県
・
登
州
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

会
昌
五
年
（
八
四
五
）
以
降
、
円
仁
の
関
心
は
日
本
へ
の
帰
国
に
あ
っ
た
。
同
年
七
月
の
楚
州
滞
在
中
に
は
、
江
南
の
常
州
に
着
岸
し
た
日
本
か
ら
の
船
舶
二

艘
が
仁
好
ら
を
乗
せ
た
船
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
李
隣
徳
船
で
帰
国
し
た
恵
萼
が
再
び
入
唐
し
て
蘇
州
に
い
る
と
の
情
報
を
得
て
い
る
（
五
日
条
）
11
（

）。
ま
た
、
同
六

年
（
八
四
六
）
正
月
に
は
、
劉
慎
言
の
書
信
で
帰
還
し
た
李
隣
徳
船
に
日
本
客
が
同
船
し
て
い
た
こ
と
を
聞
き
お
よ
ん
で
い
る
（
九
日
条
）。

　

さ
ら
に
、翌
大
中
元
年
（
八
四
七
）
閏
三
月
十
日
、円
仁
は
登
州
か
ら
の
渡
海
を
断
念
し
、明
州
の
「
神
御
井
」（
大
神
巳
井
）
の
船
を
求
め
て
南
行
す
る
が
（
同

日
条
）、
そ
の
途
中
で
楚
州
新
羅
坊
に
立
ち
寄
り
、
劉
慎
言
よ
り
御
井
の
船
が
す
で
に
出
航
し
た
こ
と
を
聞
き
、
楚
州
か
ら
帰
国
で
き
る
よ
う
劉
慎
言
に
依
頼
し

て
い
る
（
六
月
五
日
条
）。
そ
し
て
楚
州
で
は
、
蘇
州
松
江
口
を
出
た
唐
人
江
長
、
新
羅
人
金
子
白
・
欽
良
暉
・
金
珍
ら
の
貿
易
船
が
莱
州
界
嶗
山
に
待
機
中
で

あ
る
と
の
便
り
を
入
手
し
、
円
仁
は
劉
慎
言
が
手
配
し
た
新
羅
坊
の
王
可
昌
船
で
嶗
山
に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、「
春
大
郎
」「
神
一
郎
」
が
明
州
の
張
友
信

船
で
帰
国
し
た
と
の
情
報
を
得
て
い
る
（
六
月
九
日
条
・
十
日
条
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
劉
慎
言
は
各
地
の
商
人
や
新
羅
人
居
留
地
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
人
や
船
舶
の
渡
航
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
入
手
し
、
必
要
に
応

じ
て
州
県
と
の
折
衝
を
行
い
な
が
ら
、
円
仁
・
円
載
・
恵
萼
ら
求
法
僧
や
商
客
の
活
動
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
業
務
を
支
え
る
坊
内
の
組
織
と
し
て
は
、

大
中
元
年
六
月
六
日
条
に
、「
得
レ
到
二
楚
州
新
羅
坊
一
、
惣
管
劉
慎
言
専
使
迎
接
。
兼
令
三
団
頭
一
人
一
搬
二─
送
衣
籠
等
一
。
便
于
公
廨
院
安
置
」
と
み
え
て
、
運
漕

や
積
荷
の
揚
陸
に
従
事
す
る
団
頭
以
下
の
団
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、
遣
唐
使
が
雇
っ
た
新
羅
船
は
、
一
部
大
宰
府
に
接
収
さ
れ
、
建
造
技

術
の
模
倣
が
試
み
ら
れ
て
い
る
）
11
（

。
梢
工
・
水
手
な
ど
専
門
集
団
と
と
も
に
、
外
洋
を
航
海
す
る
た
め
に
必
要
な
最
新
の
技
術
を
備
え
て
い
た
の
が
新
羅
坊
で
あ
っ

て
、
惣
管
・
新
羅
訳
語
の
も
と
に
管
理
・
統
括
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
海
上
交
通
に
必
要
な
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
諸
機
能
が
集
中
し
た
の
は
、
唐
・
新
羅

の
公
的
な
交
通
を
新
羅
坊
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
新
羅
訳
語
は
そ
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
唐
語
と
と
も
に
新
羅
語
を
駆
使

し
て
海
上
交
通
に
関
す
る
公
私
の
任
務
を
請
け
負
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
劉
慎
言
は
会
昌
六
年
以
降
、「
楚
州
主
人
」「
劉
大
使
」「
楚
州
劉
惣
管
」「
楚
州
惣

管
劉
慎
言
）
11
（

」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
惣
管
の
地
位
に
就
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
地
位
の
上
昇
は
、
新
羅
訳
語
の
担
う
仕
事
が
楚
州
新
羅
坊
の
活
動
や
存
続
に

お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
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（
二
）
登
州
の
勾
当
新
羅
所
押
衙
張
詠

　

登
州
は
新
羅
の
「
真
西
」
に
あ
た
り
、
好
風
を
得
れ
ば
二
・
三
日
で
新
羅
に
至
る
と
い
う
地
理
的
条
件
に
よ
り
、
唐
か
ら
東
夷
諸
国
に
向
か
う
際
の
寄
港
地
、

唐
に
入
国
す
る
際
の
海
関
と
し
て
機
能
し
た
。『
行
記
』
は
半
島
北
辺
の
蓬
莱
県
に
所
在
し
た
登
州
都
督
府
（
登
州
城
）
に
新
羅
館
・
渤
海
館
が
あ
っ
た
こ
と
を

記
す
（
開
成
五
年
三
月
二
日
条
）。
一
方
、
半
島
南
辺
に
位
置
す
る
牟
平
県
邵
村
浦
、
海
陽
県
乳
山
浦
、
文
登
県
赤
山
浦
も
境
界
領
域
の
浦
港
と
し
て
機
能
し
た
。

こ
の
南
辺
に
は
多
く
の
新
羅
人
が
居
留
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
心
的
な
人
物
が
張
詠
で
あ
っ
た
。

　

張
詠
は
、「
新
羅
通
事
」「
登
州
諸
軍
事
押
衙
」「
勾
当
新
羅
使
」「
勅
平
盧
軍
節
度
使
将
軍
同
十
将
兼
登
州
諸
軍
事
押
衙
」「
勾
当
新
羅
使
同
軍
将
」
な
ど
の
肩

書
を
帯
び
て
『
行
記
』
に
登
場
す
る
）
11
（

。
こ
れ
ら
の
肩
書
が
示
す
よ
う
に
、
登
州
の
地
方
行
政
機
構
、
あ
る
い
は
山
東
の
地
域
権
力
で
あ
っ
た
平
盧
軍
節
度
使
の
支

配
体
制
の
末
端
に
連
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位
を
保
証
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
張
詠
の
居
宅
は
文
登
県
青
寧
郷
の
赤
山
浦
に
所
在
し
て
お
り
、「
不
レ

絶
二
公
客
一
」（
会
昌
五
年
九
月
二
十
二
日
条
）
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
文
登
県
牒
等
の
行
政
文
書
に
お
い
て
、
張
詠
宅
は
「
勾
当
新
羅
押
衙
所
」「
勾

当
新
羅
所
」
と
指
称
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。
こ
れ
は
張
詠
の
職
務
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
円
仁
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、勾
当
新
羅
所
の
職
掌
は
「
文
登
県
界
新
羅
人
戸
」

の
勾
当
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
会
昌
五
年
八
月
二
十
七
日
条
に
は
、

到
二
勾
当
新
羅
所
一
。（
中
略
）
去
開
成
五
年
従
二
此
浦

0

0

一
入
二
五
台
一
去
時
、
得
二
此
大
使
息
力
一
、
専
勾
二‒

当
州
県
文
牒
公
験
事
一
発
送
。（
中
略
）
大
使
便
作

レ
状
報
レ
州
。
得
二
文
登
県
牒
一
稱
、
日
本
国
僧
円
仁
、
惟
正
等
二
人
、
京
兆
府
賜
二
給
長
牒
一
。
転
二
各
一
通
一
、
准
レ
勅
逓
二
本
国
一
。
節
仍
被
レ
逓
到
二
此
県
一
。

請
到
二
勾
当
新
羅
所
一
、
求
乞
以
延
二
唯
命
一
、
候
有
レ
過
二
往
日
本
国
一
船
、
即
帰
国
者
。
今
見
在0

レ
浦0

者
。（
傍
点
は
筆
者
）

と
あ
っ
て
、
張
詠
は
登
州
府
に
対
し
て
円
仁
の
所
在
を
報
告
し
て
い
る
。
行
政
単
位
と
し
て
の
赤
山
村
で
は
な
く
「
在
レ
浦
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
張

詠
が
「
浦
」
の
管
理
者
と
し
て
赤
山
浦
一
帯
の
地
域
支
配
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
新
羅
人
も
港
湾
を
中
心
に
多
く
居
留
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

張
詠
の
帯
び
る
職
掌
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
右
の
史
料
は
、
円
仁
が
出
国
の
た
め
に
楚
州
か
ら
陸
路
で
登
州
都
督
府
に
至
り
、
牟
平
県
・
文
登
県
経
由
で
勾

当
新
羅
所
に
達
し
た
際
の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
円
仁
の
巡
礼
・
帰
国
に
張
詠
が
深
く
関
与
し
た
こ
と
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
五
台
山
巡
礼
の
た
め
の
公

験
発
給
に
は
、
登
州
・
文
登
県
の
許
諾
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
許
諾
を
得
る
に
は
、
円
仁
の
来
由
と
所
在
を
証
明
す
る
文
書
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、
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赤
山
院
の
綱
惟
の
署
名
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
、
勾
当
新
羅
所
を
経
て
文
登
県
に
上
申
さ
れ
て
お
り
、
円
仁
は
文
登
県
の
許
可
を
受
け
て
、
自
ら
登
州
都
督
府
、
さ

ら
に
青
州
を
治
所
と
す
る
押
新
羅
渤
海
両
蕃
使
の
も
と
に
出
向
い
て
公
験
を
入
手
し
て
い
る
）
11
（

。
こ
の
手
続
き
で
は
、
僧
身
の
円
仁
の
所
在
は
赤
山
院
と
な
っ
て
い

る
が
、
州
県
へ
の
申
請
や
そ
れ
に
要
す
る
文
書
の
作
成
は
、
行
政
一
般
を
担
う
張
詠
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
11
（

。

　

ま
た
、
張
詠
は
赤
山
浦
を
拠
点
に
し
て
外
交
使
節
の
迎
接
を
担
っ
て
い
た
。
開
成
四
年
の
四
月
下
旬
、
登
州
に
至
っ
た
遣
唐
使
船
は
、「
押
衙
之
判
官
」
の
王

教
言
と
「
州
押
衙
」
に
面
会
し
て
い
る
。
姓
名
は
見
え
な
い
が
、「
州
押
衙
」
は
張
詠
で
あ
ろ
う
）
1（
（

。
そ
の
接
遇
の
経
緯
を
整
理
す
れ
ば
、
ま
ず
、
四
月
二
十
四
日

に
王
教
言
が
邵
村
浦
停
泊
中
の
遣
唐
使
船
と
接
触
し
、
船
舶
・
人
員
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
翌
二
十
五
日
、
王
教
言
が
再
び
や
っ
て
来
て
、
使
船
の
来
由
を

調
査
し
、
使
員
ら
に
酒
魚
・
酒
餅
等
を
賜
与
し
た
。
そ
し
て
二
十
六
日
、
乳
山
浦
に
移
動
し
た
使
船
の
も
と
に
「
州
押
衙
」
が
到
来
し
て
い
る
。
同
日
条
に
、

未
時
、
新
羅
人
卅
余
騎
馬
乗
レ
驢
来
云
、
押
衙
潮
落
擬
二
来
相
看
一
、
所
以
先
来
候
迎
。
就
中
有
二
一
百
姓
一
云
、
昨
日
従
二
盧
山
一
来
、
見
三
本
国
朝
貢
船
九
隻

倶
到
二
盧
山
一
、
人
物
無
レ
損
。（
中
略
）
云
云
。
不
レ
久
之
間
、
押
衙
駕
二
新
羅
船
一
来
。

と
あ
る
よ
う
に
、
州
押
衙
は
驢
に
騎
乗
し
た
新
羅
人
三
十
人
が
岸
上
に
待
機
す
る
な
か
、
潮
が
引
く
の
を
待
っ
て
海
上
か
ら
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
よ
う
や

く
使
員
は
上
陸
し
、
押
衙
は
停
泊
の
経
緯
を
聴
取
、
ま
た
遣
唐
使
の
要
請
に
応
じ
て
過
海
料
の
支
給
手
配
を
進
め
て
い
る
。
過
海
料
の
支
給
等
は
登
州
府
の
処
分

を
必
要
と
し
た
。
五
月
十
四
日
条
に
は
、「
州
押
衙
来
二
於
船
上
一
、
問
二
舶
上
之
人
数
一
、
且
帰
二
村
家
一
」
と
あ
っ
て
、
自
ら
も
船
上
に
て
人
員
の
検
校
を
行
っ

て
い
る
。

　

張
詠
は
在
地
の
新
羅
人
を
指
揮
し
な
が
ら
、
船
舶
情
報
の
掌
握
と
州
県
へ
の
報
告
事
務
を
行
う
と
と
も
に
、
遣
唐
使
へ
の
応
対
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
騎

馬
で
威
容
を
整
え
る
な
ど
の
演
出
も
周
到
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
接
遇
の
あ
り
方
は
、
唐
・
新
羅
を
往
還
す
る
外
交
使
節
の
寄
港
を
前
提
に
し
て
整
備
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
行
記
』
に
は
開
成
四
年
六
月
二
十
八
日
条
に
、青
州
兵
馬
使
呉
子
陳
を
正
使
と
す
る
「
新
羅
慰
問
新
即
位
王
之
使
」
の
赤
山
院
訪
問
記
事
、

大
中
元
年
閏
三
月
十
日
条
に
、「
入
新
羅
告
哀
兼
予
祭
冊
立
等
副
使
」
と
し
て
渡
海
を
控
え
た
試
太
子
通
事
舎
人
金
簡
中
、
及
び
判
官
王
朴
以
下
の
乳
山
浦
来
泊

記
事
が
見
え
る
）
11
（

。
金
簡
中
ら
の
来
港
に
際
し
て
は
、「
不
三
来
迎
二
接
天
使
一
」
と
い
う
讒
言
を
受
け
て
お
り
、
唐
の
政
府
や
節
度
使
が
発
遣
す
る
外
交
使
節
に
対

す
る
現
地
で
の
迎
接
が
、
船
員
・
食
料
の
供
給
と
と
も
に
、
張
詠
の
職
務
の
範
疇
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
張
詠
は
、
円
仁
の
帰
国
船
を
建
造
す
る
が
、
会
昌
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五
年
十
一
月
三
日
条
に
「
余
取
二
今
月
七
日
二
上
レ
州
、
見
二
新
刺
史
端
公
一
。
因
二
此
次
一
、
具
申
下
送
二
和
尚
一
往
二
日
本
国
一
事
上
、
兼
請
二
当
州
牒
一
。
来
春
即
排
二

比
船
一
也
」
と
語
っ
た
こ
と
が
見
え
る
よ
う
に
、
そ
の
行
為
も
登
州
刺
史
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

中
和
四
年
（
八
八
四
）
に
新
羅
で
建
立
さ
れ
た
宝
林
寺
普
照
禅
師
彰
聖
塔
碑
（
金
頴
撰
）
に
は
、「（
開
成
）
五
年
春
二
月
隨
二
平
盧
使
一
帰
二
旧
国
一
」
と
あ
っ
て
、

開
成
二
年
に
入
唐
し
た
普
照
禅
師
体
澄
が
「
平
盧
使
」
に
随
伴
し
て
帰
国
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
活
動
時
期
の
重
な
る
張
詠
の
関
与
は
不
明
と
す
る
他
な
い
が
、

当
時
、
平
盧
軍
節
度
使
に
よ
る
新
羅
と
の
独
自
の
通
交
も
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
張
詠
の
役
割
は
、
朝
貢
管
理
・
貢
献
の
取
り
次
ぎ
・
異
民
族
情
勢
の
報
告
・

過
所
の
管
理
な
ど
平
盧
軍
節
度
使
が
兼
ね
た
押
新
羅
渤
海
両
蕃
使
の
職
掌
に
重
な
る
も
の
で
あ
り
）
11
（

、
登
州
に
お
け
る
対
新
羅
交
通
を
補
完
す
る
役
割
を
居
留
社
会

が
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

張
詠
は
寄
港
す
る
海
商
や
外
交
使
節
と
の
接
触
、
他
の
居
留
地
と
の
連
絡
に
よ
っ
て
各
地
の
船
舶
情
報
等
に
も
接
し
て
い
た
。
記
事
に
の
ぼ
る
も
の
は
少
な
い

が
、
他
地
域
の
新
羅
人
居
留
地
と
の
関
係
を
み
て
お
け
ば
、
楚
州
と
の
緊
密
な
関
係
を
看
取
で
き
る
。
会
昌
五
年
九
月
二
十
日
条
に
、「
大
使
家
人
高
山
就
二
便
船

一
往
二
楚
州
一
。
共
二
大
使
一
商
議
、
作
レ
書
付
送
二
楚
州
訳
語
劉
慎
言
及
薛
大
使
一
、
請
二
先
所
レ
寄
経
論
、
文
書
、
功
徳
幀
及
衣
服
等
一
」
と
あ
っ
て
、
円
仁
が
預
託

し
た
経
典
・
仏
具
等
を
取
り
寄
せ
る
た
め
に
、
家
人
の
高
山
を
便
船
に
て
楚
州
に
向
か
わ
せ
て
い
る
。
高
山
は
新
羅
坊
で
の
経
典
等
の
焼
却
の
経
緯
、
日
本
僧
性

海
の
渡
唐
情
報
を
登
州
に
伝
え
て
お
り
（
会
昌
六
年
正
月
九
日
条
）
11
（

）、
張
詠
は
さ
ら
に
丁
雄
万
を
乗
せ
た
閻
方
金
の
船
を
発
遣
し
て
い
る
（
同
二
月
五
日
条
）。
ま

た
、
登
州
か
ら
の
帰
国
を
断
念
し
た
円
仁
は
、
張
詠
と
の
協
議
に
よ
り
、
明
州
で
「
神
御
井
等
船
」
に
便
乗
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
羅
人
鄭
客
の
車
を
雇
い
密
州

に
向
か
っ
て
い
る
（
大
中
元
年
閏
三
月
十
日
条
）。
日
本
船
の
進
発
情
報
は
劉
慎
言
も
把
握
し
て
お
り
、
も
と
よ
り
楚
州
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
密
州
ま
で
の
陸
路
の
利
用
は
、
南
に
向
う
船
が
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

張
詠
と
楚
州
の
つ
な
が
り
は
特
殊
で
あ
る
。
大
中
元
年
六
月
十
日
条
に
よ
れ
ば
、
金
珍
船
と
合
流
す
る
た
め
に
楚
州
を
出
立
す
る
円
仁
を
「
前
惣
管
薛
詮
、
及

登
州
張
大
使
舎
弟
張
従
彦
及
嬢
」
が
見
送
っ
て
い
る
。
張
詠
の
舎
弟
張
従
言
と
一
家
の
母
が
楚
州
に
い
た
こ
と
、
前
惣
管
の
薛
詮
と
張
詠
一
家
に
接
点
が
あ
っ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
当
時
、
文
登
県
は
廃
仏
政
策
に
よ
っ
て
赤
山
院
が
大
き
な
被
害
を
蒙
っ
て
お
り
、
そ
の
災
禍
を
避
け
て
、
楚
州
に
身
を
寄
せ
て
い
た
も
の
と

も
考
え
ら
れ
る
）
11
（

。
し
か
し
、
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
）
11
（

、
張
詠
自
身
が
か
つ
て
楚
州
を
拠
点
に
し
て
活
動
し
た
人
物
で
あ
り
、
の
ち
に
登
州
に
進
出
し
た
可
能
性
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
楚
州
・
登
州
の
新
羅
人
居
留
地
の
特
質
を
な
す
劉
慎
言
と
張
詠
の
行
政
・
対
外
交
通
上
の
役
割
に
は
共
通
点
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
背
景

に
は
江
淮
か
ら
山
東
へ
の
新
羅
人
の
進
出
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



唐
に
お
け
る
新
羅
人
居
留
地
と
交
易

五
一

三
、
登
州
再
編
と
新
羅
人
の
居
留
地
間
移
動

　

江
淮
の
新
羅
人
に
よ
る
登
州
へ
の
勢
力
伸
張
を
如
実
に
伝
え
る
の
は
、
張
宝
高
の
赤
山
院
建
立
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
に
混
乱
が
あ
る
の
で
付
言
し
て
お
け

ば
、
張
宝
高
に
関
し
て
は
、
貿
易
活
動
を
目
的
に
登
州
に
進
出
し
、
平
盧
軍
節
度
使
と
の
結
合
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。
赤
山
院
の
存
在
や
清
海
鎮
の
性

格
理
解
に
基
づ
く
解
釈
だ
が
、
関
連
史
料
に
こ
れ
ら
の
事
実
を
示
す
も
の
は
な
い
）
11
（

。
杜
牧
が
一
貫
し
て
軍
人
と
し
て
描
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
海
商
と
し

て
の
活
動
は
な
い
。
ま
た
張
宝
高
の
活
動
に
は
登
州
で
の
経
歴
が
見
当
ら
な
い
。
彼
は
基
本
的
に
は
、
江
淮
か
ら
新
羅
に
拠
点
を
移
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

清
海
鎮
も
本
来
的
に
は
海
賊
対
策
の
た
め
の
軍
事
拠
点
で
あ
っ
て
、
支
配
下
に
集
ま
り
包
摂
さ
れ
た
海
商
・
海
民
集
団
が
そ
の
保
護
・
管
理
下
で
国
際
貿
易
を
展

開
し
た
の
で
あ
る
。
貿
易
活
動
は
登
州
・
楚
州
・
泗
州
漣
水
県
の
新
羅
人
居
留
地
、
揚
州
そ
の
他
の
交
易
地
を
拠
点
と
す
る
新
羅
人
と
の
連
携
を
必
要
と
し
、
軍

事
活
動
は
新
羅
王
権
や
山
東
の
地
域
権
力
の
承
認
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、そ
の
前
提
、あ
る
い
は
そ
れ
を
背
景
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
が
赤
山
院
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
寺
院
は
円
仁
の
記
録
が
示
す
よ
う
に
あ
く
ま
で
宗
教
施
設
で
あ
っ
て
、
交
易
上
の
機
能
を
措
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
は
容
易
に
従
え
な
い
。

　

赤
山
院
の
創
建
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
開
成
四
年
（
八
三
九
）
十
一
月
の
法
華
経
講
で
法
主
を
務
め
、
円
仁
に
五
台
山
巡
礼
を
勧
め
た
聖
琳
は
、「
入
二
五
台

及
長
安
一
遊
行
得
二
廿
年
一
、来
二
此
山
院
一
」
と
い
う
僧
侶
で
あ
り
（
同
年
七
月
二
十
三
日
条
）、同
年
円
仁
が
訪
ね
た
赤
山
隣
村
の
真
荘
村
天
門
院
の
法
空
は
、「
此

師
曽
至
二
本
国
一
、
帰
来
二
十
年
」
と
い
う
僧
侶
で
あ
っ
た
（
同
月
十
四
日
条
）。
こ
の
二
僧
は
八
一
九
年
を
上
限
と
し
て
赤
山
に
留
錫
し
て
い
る
。
ま
た
、
張
詠

は
天
長
元
年
（
八
二
四
）
に
日
本
に
渡
航
し
、
信
恵
な
る
新
羅
僧
を
大
宰
府
よ
り
連
れ
帰
っ
て
い
る
。
こ
の
信
恵
も
赤
山
院
に
寄
住
し
て
お
り
、
張
詠
が
八
二
〇

年
代
前
半
に
は
赤
山
浦
を
拠
点
に
貿
易
活
動
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
、
唐
内
外
の
新
羅
僧
が
こ
の
時
期
に
赤
山
に
集
ま
っ
て
来
た
こ
と
が
分
か
る
。
僧
俗
の
動
向

は
、
寺
院
の
創
始
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
登
州
に
お
け
る
新
羅
人
社
会
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
八

一
九
年
の
李
師
道
の
滅
亡
で
あ
り
、
そ
の
後
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
海
域
秩
序
の
回
復
で
あ
っ
た
。

　

李
師
道
は
、
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
安
史
の
乱
の
鎮
定
に
功
績
の
あ
っ
た
侯
希
逸
を
追
放
し
て
平
盧
淄
青
節
度
使
と
な
っ
た
李
正
己
の
孫
に
あ
た
る
。
李
正
己

は
鄆
州
を
会
府
と
し
て
十
五
州
に
及
ぶ
領
域
を
支
配
し
、
徳
宗
代
に
江
淮
と
京
師
を
結
ぶ
運
河
の
要
衝
を
押
さ
え
る
な
ど
反
唐
的
な
態
度
を
と
り
つ
つ
、
こ
れ
ら

諸
州
の
支
配
を
一
族
・
腹
心
に
委
ね
、
河
北
か
ら
河
南
に
お
よ
ぶ
軍
事
権
を
行
使
し
た
。
一
族
で
徐
州
刺
史
で
あ
っ
た
李
洧
の
離
反
に
よ
っ
て
徐
・
沂
・
密
州
を
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五
二

失
い
な
が
ら
も
、
政
府
の
懐
柔
政
策
も
あ
っ
て
、
そ
の
地
位
・
権
力
は
子
の
李
納
、
孫
の
師
古
・
師
道
へ
と
世
襲
さ
れ
た
。
そ
の
支
配
領
域
は
塩
や
絹
織
物
の
産

地
に
し
て
鉄
・
銅
・
銀
・
錫
な
ど
鉱
物
の
産
出
地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
生
産
・
流
通
を
独
占
し
、
そ
れ
を
背
景
に
強
大
な
軍
事
力
を
維
持
し
た
と
さ
れ
る
）
11
（

。
対
外

的
に
は
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
に
李
正
己
が
押
新
羅
北
海
両
蕃
使
に
任
命
さ
れ
て
以
降
、
李
師
古
が
海
運
陸
運
押
新
羅
渤
海
両
蕃
使
、
李
師
道
が
陸
運
海
運
押
新

羅
渤
海
両
蕃
使
を
歴
任
し
、
代
々
新
羅
・
渤
海
と
の
外
交
・
交
易
を
掌
握
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
旧
唐
書
』
巻
一
二
四
・
李
正
己
伝
に
「
貨
二
市
渤
海
名
馬
一
、

歳
歳
不
レ
絶
」
と
あ
る
の
は
そ
の
一
端
を
示
す
が
、
さ
ら
に
李
商
隠
の
『
樊
南
文
集
』
巻
八
・
雑
記
・
斉
魯
二
生
程
驤
条
は
、「
李
師
古
貪
二
諸
土
貨
一
、
下
令
二
卹

商
一
。
鄆
與
淮
海
近
、
出
二‒

入
天
下
珍
宝
一
、
日
日
不
レ
絶
」
と
、
李
師
古
の
統
治
時
代
（
七
九
二
─
八
〇
六
）
の
鄆
州
が
「
淮
海
」（
揚
州
）
と
の
交
易
に
よ
っ

て
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
、
彼
我
の
交
易
に
従
事
し
て
富
を
得
た
少
良
な
る
元
盗
人
の
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
）
11
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
憲
宗
即
位
後
に
大
き
く
変
化
す
る
。
藩
鎮
へ
の
抑
圧
政
策
を
進
め
た
憲
宗
は
元
和
十
年
（
八
一
五
）
に
蔡
州
を
攻
撃
す
る
が
、
こ
れ
を

妨
害
し
た
李
師
道
に
対
し
て
同
年
（
八
一
五
）
十
二
月
、
江
淮
の
諸
節
度
使
の
討
伐
軍
を
差
し
向
け
る
。
以
後
、
武
寧
軍
節
度
使
を
は
じ
め
滄
州
・
徐
州
・
魏
博

節
度
使
な
ど
唐
朝
に
帰
順
し
た
諸
勢
力
の
攻
撃
を
受
け
て
、
平
盧
淄
青
節
度
使
は
そ
の
兵
力
を
削
が
れ
、
同
十
三
年
（
八
一
八
）
に
は
沂
・
密
・
海
三
州
の
献
上

と
長
子
の
入
質
に
よ
っ
て
恭
順
の
意
志
を
示
す
が
、
憲
宗
は
か
え
っ
て
攻
勢
の
手
を
強
め
、
宣
武
・
魏
博
・
義
成
・
横
海
等
諸
道
に
命
じ
て
進
軍
を
続
け
た
。
そ

の
最
中
、
翌
年
二
月
に
李
師
道
は
部
下
の
劉
悟
に
捕
え
ら
れ
て
斬
首
に
処
さ
れ
、
こ
こ
に
討
伐
戦
争
と
と
も
に
李
正
己
以
来
の
山
東
支
配
は
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ

る
。

　

李
師
道
に
い
た
る
一
族
の
支
配
は
、
新
羅
の
対
唐
交
通
の
障
害
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
新
羅
の
朝
貢
頻
度
の
減
少
に
も
表
れ
る
が
、『
冊
府
元
亀
』

巻
四
二
・
帝
王
部
仁
慈
門
・
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
条
に
は
、「
禁
下
以
二
新
羅
一
為
中
生
口
上
。
令
下
近
界
州
府
長
吏
一
切
加
中
堤
挙
上
、
以
二
其
国
宿
衛
王
子
金
長

廉
状
一
陳
、
故
有
二
是
命
一
」
と
あ
っ
て
、
羅
唐
間
で
は
新
羅
人
を
生
口
と
し
て
売
買
す
る
行
為
が
横
行
し
、
禁
圧
を
加
え
て
対
処
す
べ
き
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　

こ
の
八
一
六
年
か
ら
八
一
九
年
に
か
け
て
は
漂
着
記
事
が
集
中
し
て
お
り
、
唐
と
新
羅
・
日
本
の
航
海
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
様
子
が
了
察
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
新
羅
の
遣
唐
使
は
八
一
六
年
に
入
朝
王
子
金
士
信
が
楚
州
塩
城
県
界
に
漂
着
）
1（
（

、
そ
の
翌
年
に
入
唐
し
た
王
子
金
張
廉
も
風
漂
し
て
明
州
下
岸
に
着
岸
し
て
い

る
）
11
（

。
八
一
九
年
に
は
前
出
の
張
覚
済
船
の
出
羽
国
漂
着
が
知
ら
れ
る
。
同
年
正
月
に
は
越
州
の
周
光
翰
・
言
升
則
ら
が
新
羅
船
に
乗
っ
て
日
本
に
来
着
し
、
唐
の

消
息
を
問
わ
れ
て
「
己
等
遠
州
鄙
人
、
不
レ
知
二
京
邑
之
事
一
。
但
去
元
和
十
一
年
、
円
州
節
度
使
李
師
道
反
。
所
レ
擁
兵
馬
五
十
万
、
極
為
二
精
鋭
一
。
天
子
発
二
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諸
道
兵
一
討
未
レ
克
、
天
下
騒
擾
」
と
唐
国
内
の
混
乱
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
）
11
（

。「
円
州
」
と
あ
る
の
は
淄
青
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
越
州
の
海
商
も
そ
の
情
勢
を
無
視

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漂
着
に
は
、
外
交
使
節
や
海
商
が
戦
争
状
態
に
あ
る
山
東
半
島
へ
の
接
近
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
翻
っ
て
い
え
ば
、
山
東
半
島
を
経
由
す
る
航
海
は
比
較
的
安
全
で
あ
り
、
安
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

李
師
道
滅
亡
後
、
そ
の
広
大
な
支
配
領
域
は
三
分
さ
れ
、
山
東
の
淄
・
青
・
斉
・
登
・
莱
州
は
新
た
に
平
盧
軍
節
度
使
に
任
命
さ
れ
た
薛
平
の
統
治
に
委
ね
ら

れ
、
地
域
秩
序
の
回
復
が
図
ら
れ
て
い
く
。
海
賊
行
為
や
戦
乱
に
よ
っ
て
紊
乱
し
た
海
上
交
通
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
）
11
（

。『
唐
会
要
』
巻
八
六
・
奴
婢
・
長
慶
元

年
（
八
二
一
）
三
月
条
に
は
、
薛
平
に
よ
る
次
の
上
表
文
が
見
え
る
。

平
盧
軍
節
度
使
薛
平
奏
、
応
有
三
海
賊
詃
二‒

掠
新
羅
良
口
一
、
将
下
到
二
当
管
登
莱
州
界
及
縁
海
諸
道
一
、
売
上レ
為
二
奴
婢
一
者
。
伏
以
、
新
羅
国
雖
是
外
夷
、

常
稟
二
正
朔
一
、
朝
貢
不
レ
絶
、
与
二
内
地
一
無
レ
殊
。
其
百
姓
良
口
等
、
常
比
レ
海
掠
売
、
於
理
実
難
。
先
有
二
制
勅
一
禁
断
、
縁
二
当
管
久
陥
賊
中
一
李
氏
占
二‒

拠

平
盧
一
、
世
襲
自
立
。
承
前
不
二
守
法
度
一
。
自
二
収
復
一
憲
宗
元
和
十
四
年
討
二‒

平
李
氏
一
収
二‒

復
平
盧
一
已
来
、
道
路
無
レ
阻
。
逓
相
販
鬻
、
其
弊
最
深
。
伏
乞
、
特
降
二

明
勅
一
、
起
レ
今
已
後
、
縁
海
諸
道
応
下
有
二
上
件
海
賊
一
売
二
新
羅
国
良
人
等
一
一
切
禁
断
、
請
二
所
在
観
察
使
一
厳
加
中
捉
搦
上
、
如
有
二
違
犯
一
。
便
準
レ
法
断
。

（
下
略
）

　

こ
こ
に
「
先
有
二
制
勅
一
禁
断
」
と
あ
る
の
は
、
新
羅
宿
衛
王
子
金
長
廉
の
上
奏
を
受
け
て
出
さ
れ
た
元
和
十
一
年
の
禁
制
を
指
す
）
11
（

。
し
か
し
、
当
時
は
「
久

陥
二
賊
中
一
」
と
い
う
状
態
に
あ
り
、
海
賊
に
よ
る
新
羅
人
「
百
姓
良
口
」
の
掠
売
行
為
を
制
止
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
山
東
地
域
の
支
配
回
復
後
、
管
内
の

登
州
・
莱
州
、
ま
た
縁
海
諸
道
で
展
開
さ
れ
る
掠
売
行
為
は
商
業
経
済
安
定
の
た
め
の
最
大
の
弊
害
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
薛
平
は
再
度
降
勅
に
よ
る
統
制

を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
三
年
（
八
二
三
）
正
月
に
新
羅
使
金
柱
弼
の
上
奏
に
よ
り
、
縁
海
州
県
に
対
す
る
規
制
を
緩
和
し
て
便
船
で
新
羅
人
を
帰
郷

さ
せ
る
た
め
の
手
立
て
を
確
保
し
）
11
（

、
次
い
で
太
和
二
年
（
八
二
八
）
十
月
に
は
「
雖
レ
有
二
明
勅
一
、
尚
未
二
止
絶
一
」
と
し
て
、
縁
海
諸
道
で
の
「
新
羅
奴
婢
」

売
買
に
対
す
る
禁
令
を
再
度
宣
布
し
て
い
る
）
11
（

。
こ
の
年
、
新
羅
は
清
海
鎮
を
設
置
し
、
翌
年
に
は
牙
山
湾
の
南
陽
半
島
に
唐
城
鎮
を
設
置
し
て
い
る
）
11
（

。

　

新
し
い
平
盧
軍
節
度
使
に
よ
る
地
域
秩
序
の
再
構
築
と
新
羅
の
要
請
に
呼
応
し
た
海
上
交
通
の
統
制
は
、
李
師
道
の
支
配
下
で
海
上
貿
易
を
担
っ
て
い
た
海
商

勢
力
、
人
身
売
買
に
加
担
し
た
海
賊
集
団
、
登
州
の
新
羅
人
社
会
の
再
編
を
促
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
旧
体
制
か
ら
新
体
制
へ
の
移
行
過
程
に
お
い
て
、
張
詠



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

五
四

は
登
州
に
進
出
し
、
開
成
年
間
ま
で
に
は
在
地
の
居
留
民
を
統
率
す
る
地
位
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
兼
帯
す
る
軍
号
が
示
す
平
盧
軍
節
度
使
権
力
と
の
結

び
つ
き
が
成
立
す
る
の
は
、
移
住
の
比
較
的
早
い
段
階
で
あ
ろ
う
。
彼
が
担
う
業
務
か
ら
す
れ
ば
、
張
詠
は
楚
州
に
蓄
積
さ
れ
た
海
上
交
通
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
登
州

に
も
た
ら
し
、
海
上
交
通
の
秩
序
回
復
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
信
用
を
獲
得
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

張
詠
が
赤
山
浦
に
拠
点
を
移
す
に
あ
た
っ
て
は
、
古
く
か
ら
同
地
に
暮
ら
し
て
き
た
新
羅
人
と
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。
新
羅
人
社
会
の
変
容
を
示
す
史
料

は
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
の
痕
跡
は
赤
山
院
の
経
営
が
張
詠
・
林
大
使
・
王
訓
の
三
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
事
実
に
看
取
さ
れ
る
。
円
仁
の
赤
山
院
留
住
は
三
人

の
許
諾
を
必
要
と
し
、
王
訓
の
承
諾
を
得
た
円
仁
は
商
人
孫
清
に
付
し
て
林
大
使
宅
に
書
状
を
送
っ
て
い
る
（
開
成
四
年
五
月
十
六
日
条
）。
王
訓
は
牟
平
県
邵

村
の
勾
当
と
し
て
在
地
の
新
羅
人
を
束
ね
、
同
時
に
遣
唐
使
船
の
過
海
糧
購
入
の
手
配
を
行
い
、
他
の
使
船
の
渡
航
状
況
を
伝
え
る
な
ど
（
同
月
一
日
条
・
十
四

日
条
）、張
詠
と
連
携
し
て
海
上
交
通
の
管
理
を
担
っ
た
人
物
で
あ
る
）
11
（

。
林
大
使
は
不
明
な
が
ら
、円
仁
が
書
状
を
送
っ
た
の
は
乳
山
浦
停
泊
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

海
陽
県
乳
山
浦
の
新
羅
人
を
代
表
す
る
有
力
者
で
あ
っ
た
と
み
て
お
き
た
い
。
乳
山
浦
は
赤
山
浦
と
同
じ
く
新
羅
人
の
一
大
居
留
地
で
あ
っ
て
、
日
本
の
遣
唐
使

の
ほ
か
、
光
啓
元
年
（
八
八
五
）
正
月
に
新
羅
使
金
仁
圭
・
崔
致
遠
の
一
行
の
寄
港
が
知
ら
れ
る
な
ど
）
11
（

、
新
羅
の
対
唐
交
通
上
利
便
性
の
高
い
港
湾
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
文
登
・
海
陽
・
牟
平
県
と
い
う
県
界
を
ま
た
ぐ
三
つ
の
地
域
の
新
羅
人
が
共
同
で
経
営
・
管
理
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
赤
山
院
の
特
質
が
あ
る
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

　
『
宋
高
僧
伝
』
義
湘
伝
に
み
る
「
文
登
旧
壇
越
」
の
存
在
が
示
す
よ
う
に
）
11
（

、
こ
の
地
域
は
早
く
か
ら
新
羅
と
の
交
流
が
あ
り
、
長
い
時
間
を
か
け
て
新
羅
人
の

居
留
が
多
様
に
展
開
し
た
と
み
ら
れ
る
。
具
体
的
な
考
察
を
要
す
る
が
、
張
詠
・
林
大
使
・
王
訓
の
三
者
の
背
後
に
存
す
る
地
域
性
の
違
い
に
は
、
九
世
紀
前
半

に
至
る
新
羅
か
ら
唐
へ
の
移
住
の
新
旧
や
そ
の
経
緯
に
起
因
す
る
住
み
分
け
、
換
言
す
れ
ば
、
集
団
性
の
相
違
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
赤
山
院
の
三
人
に
よ
る
経
営
は
、
寺
院
が
重
層
的
な
新
羅
人
の
居
留
社
会
の
統
合
に
対
す
る
志
向
性
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
は
院
内
で
挙
行
さ
れ
た
八
月
十
五
日
節
な
ど
の
行
事
に
も
窺
わ
れ
る
が
、
赤
山
院
は
山
東
の
社
会
変
動
を
背
景
に
し
て
、
江
淮
か
ら
拠

点
を
移
し
た
新
来
の
新
羅
人
に
よ
る
先
行
す
る
居
留
民
の
包
摂
、
あ
る
い
は
江
淮
の
新
羅
人
と
つ
な
が
り
を
持
ち
つ
つ
、
本
国
に
拠
点
を
移
し
て
新
羅
王
権
と
結

び
つ
い
た
張
宝
高
に
よ
る
居
留
民
の
取
り
込
み
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
羅
本
国
の
清
海
鎮
と
江
淮
地
方
の
楚
州
・
泗
州
漣
水
県
、
お
よ
び
登
州
を
結
ぶ
新

し
い
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
そ
れ
を
支
え
た
新
羅
人
に
よ
っ
て
、
赤
山
院
は
創
建
・
運
営
さ
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。



唐
に
お
け
る
新
羅
人
居
留
地
と
交
易

五
五

お
わ
り
に

　

以
上
、
新
羅
人
の
海
上
活
動
を
俯
瞰
す
る
う
え
で
基
本
史
料
と
な
る
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
の
分
析
を
糸
口
に
、
唐
の
新
羅
人
社
会
の
特
質
を
考
察
し
、
泗

州
漣
水
県
と
清
海
鎮
を
結
ぶ
海
商
の
往
来
の
前
提
に
移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
た
こ
と
、
楚
州
新
羅
坊
・
登
州
文
登
県
界
の
居
留
地
の
機
能
を
確
認
し
、
楚

州
・
泗
州
な
ど
江
淮
地
方
の
新
羅
人
の
登
州
へ
の
移
動
に
つ
い
て
論
じ
た
。
新
羅
訳
語
の
劉
慎
言
・
勾
当
新
羅
所
押
衙
の
張
詠
は
、
と
も
に
唐
・
新
羅
の
国
家
間

交
通
を
補
完
す
る
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
が
、
本
国
と
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
居
留
地
の
世
代
更
新
や
母
語
の
維
持
、
海
上
交
通
の
知
識
・

技
術
情
報
の
確
保
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
国
際
貿
易
に
も
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

多
元
的
に
展
開
し
た
新
羅
の
海
上
交
通
か
ら
見
れ
ば
、
円
仁
が
接
し
た
居
留
社
会
の
動
向
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
清
海
鎮
を
「
新
羅
海
路
之
要
」
と
す
る

杜
牧
に
よ
る
評
価
は
時
代
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
て
、
外
交
使
節
や
海
商
が
利
用
し
た
唐
恩
浦
・
会
津
な
ど
朝
鮮
半
島
西
海
岸
の
港
湾
の
重
要
性
を
考
慮
し
つ

つ
、
清
海
鎮
と
つ
な
が
る
泗
州
漣
水
県
や
登
州
文
登
県
の
位
置
付
け
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
三
国
史
記
』
神
武
王
元
年
（
八
三
九
）
七
月
条
に
は
、

神
武
王
が
淄
青
節
度
使
に
対
し
て
奴
婢
を
朝
貢
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
れ
は
八
二
〇
年
代
に
禁
制
の
対
象
と
な
っ
た
新
羅
奴
婢
で
あ
っ
て
、
そ
の
撲
滅
を
目
指

し
た
張
宝
高
が
擁
立
し
た
王
の
朝
貢
行
為
と
し
て
は
矛
盾
を
ふ
く
む
記
事
で
あ
り
、
新
羅
の
対
外
交
通
が
一
元
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
体
澄
が
利

用
し
た
「
平
盧
使
」
の
存
在
を
ふ
く
め
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
が
必
要
に
な
ろ
う
。『
五
代
会
要
』
天
成
二
年
（
九
二
七
）
三
月
条
に
は
、
後
唐
が
新
羅
国
権
知

康
州
事
で
あ
っ
た
王
逢
規
を
懐
化
大
将
軍
、
新
羅
国
前
登
州
都
督
府
長
史
の
張
希
巌
・
新
羅
金
州
知
後
官
本
国
金
州
司
馬
の
李
彦
謨
に
検
校
右
散
騎
常
侍
を
授
け
、

さ
ら
に
入
朝
使
張
芬
・
副
使
朴
述
洪
・
判
官
李
忠
式
に
も
官
職
を
授
け
た
こ
と
が
み
え
る
。
高
麗
の
王
建
、
後
百
済
の
甄
萱
に
よ
る
外
交
・
貿
易
を
は
じ
め
と
し

て
、
新
羅
の
地
域
勢
力
の
台
頭
に
よ
る
対
中
国
交
通
の
多
元
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
新
羅
王
権
の
外
交
の
麻
痺
は
、
国
家
の
存
立
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
状

況
が
九
世
紀
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
る
の
か
が
問
題
に
な
る
が
、
そ
れ
は
後
考
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（
１
）
今
西
竜
「
慈
覚
大
師
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
を
読
み
て
」（『
新
羅
史
研
究
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
、
初
出
は
一
九
二
七
年
初
出
）、
内
藤
雋
輔
「
新
羅
人
の
海
上
活
動
に
つ

い
て
」（『
朝
鮮
史
研
究
』
所
収
、
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
一
年
、
一
九
二
八
年
初
出
）、
森
克
己
「
慈
覚
大
師
と
新
羅
人
」
所
収
、（『
慈
覚
大
師
研
究
』
所
収
、
早
稲
田
大
学
出
版
会
、



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

五
六

一
九
六
四
年
）
な
ど
。

（
２
）
金
文
経
『
唐
代
の
社
会
と
宗
教
』（
崇
実
大
学
校
出
版
部
、
一
九
八
四
年
）、
同
『
清
海
鎮
の
張
保
皐
と
東
ア
ジ
ア
』（
郷
土
文
化
振
興
院
、
一
九
九
八
年
）
他
。
日
本
語
論
文
に
「
在
唐

新
羅
人
社
会
と
仏
教
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。

（
３
）
許
逸
他
『
張
保
皐
と
黄
海
海
上
貿
易
』（
国
学
資
料
院
、
二
〇
〇
一
年
）、
権
悳
永
『
在
唐
新
羅
人
社
会
研
究
』（
慧
眼
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）
権
悳
永
「
在
唐
新
羅
人
社
会
の
形
成
と
運
営
」（
権
悳
永
氏
前
掲
書
第
二
章
）。
以
下
、居
留
地
の
形
成
要
因
と
し
て
の
人
口
移
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
同
論
文
に
基
づ
い
て
整
理
し
た
。

（
５
）
近
藤
浩
一｢
赤
山
法
花
院
と
平
廬
軍
節
度
使｣

（『
韓
国
古
代
史
研
究
』
第
二
八
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
「
登
州
赤
山
法
花
院
の
創
建
と
平
盧
軍
節
度
使
・
押
衙
張
詠
─
張
保
皐
の
海
上

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
考
─
」（『
京
都
産
業
大
学
論
集
』
人
文
科
学
系
列
、
二
〇
一
三
年
）。
二
論
文
は
若
干
論
旨
が
異
な
る
。
本
論
で
は
主
に
後
者
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
６
）
田
中
史
生
「
江
南
の
新
羅
系
交
易
者
と
日
本
」（『
国
際
交
易
と
古
代
日
本
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。

（
７
）
盧
徳
浩
「
羅
末
新
羅
人
の
海
上
貿
易
に
関
す
る
研
究
─
張
保
皐
を
中
心
と
し
て
─
」（『
史
叢
』
第
二
七
輯
、
一
九
八
三
年
）
は
、
唐
に
移
住
し
た
百
済
・
高
句
麗
遺
民
と
の
融
合
を
指

摘
す
る
。
こ
の
理
解
は
権
悳
永
前
掲
論
文
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
高
慶
錫
氏
に
よ
る
批
判
が
あ
る
（「
在
唐
新
羅
人
社
会
の
形
成
と
発
展
」『
韓
国
史
研
究
』
第
一
四
〇
号
、
二
〇

〇
八
年
）。

（
８
）『
嘉
定
赤
城
志
』
巻
二
・
黄
巌
県
条
に
「
新
羅
坊
在
二
県
東
一
里
一
、
旧
志
云
、
五
代
時
以
二
新
羅
国
人
居
一レ
此
故
名
」
と
あ
る
。

（
９
）
萩
原
史
明
「
清
海
鎮
大
使
張
保
皐
と
在
唐
新
羅
人
の
関
係
に
つ
い
て
─
泗
州
漣
水
県
を
中
心
に
─
」（『
史
苑
』
第
七
三
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
の
指
摘
が
あ
る
。
萩
原
氏
は
両
地

域
に
「
人
的
関
係
」
が
存
在
し
た
と
す
る
。
関
係
性
の
特
質
が
本
質
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

（
（0
）
萩
原
史
明
氏
前
掲
注
（
９
）
論
文
。

（
（（
）『
行
記
』
巻
二
・
開
成
四
年
七
月
二
十
三
日
条
が
巡
礼
地
変
更
の
経
緯
を
詳
し
く
伝
え
る
が
、
登
州
か
ら
の
旅
程
の
問
題
も
あ
っ
た
。「
暫
休
下
向
二
天
台
一
之
議
上
」
と
あ
る
よ
う
に
、
円

仁
は
天
台
山
行
き
を
あ
き
ら
め
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

（
（（
）『
増
補
文
献
備
考
』
巻
三
五
・
輿
地
考
に
は
、
莞
島
周
辺
の
海
路
が
倭
寇
の
通
り
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
島
列
島
か
ら
は
東
南
風
に
よ
っ
て
仙
山
島
を
経

て
古
今
島
・
加
里
浦
等
に
い
た
る
。
対
馬
か
ら
は
東
北
風
に
よ
っ
て
蓮
花
・
欲
留
の
二
島
を
経
て
南
海
・
弥
助
・
防
踏
等
に
い
た
る
。
莞
島
に
置
か
れ
た
加
里
浦
鎮
は
、
中
宗
十
七
年
（
一

五
二
二
）
に
倭
寇
対
策
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
鎮
衛
で
あ
り
、
日
本
か
ら
全
羅
道
地
方
に
向
か
う
要
衝
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
（（
）『
行
記
』
巻
四
・
会
昌
五
年
七
月
三
日
条
に
淮
南
節
度
使
下
で
は
「
准
レ
勅
逓
過
之
人
、
両
日
停
留
、
便
是
違
勅
罪
」
と
あ
る
（
後
述
）。
ま
た
、
楚
州
山
陽
県
司
の
言
に
、「
当
州
未
二

是
極
海
之
処
一
。
既
是
准
レ
勅
逓
過
、
不
レ
敢
二
停
留
一
。
事
須
逓
到
二
登
州
地
極
之
処
一
、
方
可
二
上
レ
船
帰
国
一
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
円
仁
の
所
持
す
る
公
験
（
史
料
に
み
え
る
「
勅
」）

は
登
州
で
便
船
を
得
る
よ
う
指
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
道
中
で
は
一
所
に
「
停
留
」
で
き
な
い
と
い
う
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
円
仁
は
楚
州
・
海
州
で
も
逗
留
の
許
可
を
得
ら
れ



唐
に
お
け
る
新
羅
人
居
留
地
と
交
易

五
七

て
お
ら
ず
、
状
況
は
漣
水
県
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

（
（（
）
専
知
官
に
よ
る
不
承
認
は
影
響
力
の
低
減
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
は
「
国
難
」
を
機
に
本
来
の
拠
点
を
失
い
、国
際
貿
易
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
変
化
で
あ
ろ
う
。
円
仁
は
「
心

不
二
慇
懃
一
」
と
坊
内
の
人
々
の
印
象
を
記
し
て
い
る
が
、
会
昌
年
間
の
居
留
地
の
動
向
は
、
田
中
史
生
氏
前
掲
注
（
６
）
論
文
に
詳
し
い
。

（
（（
）『
樊
川
文
集
』
巻
六
所
収
。
な
お
、
杜
牧
に
関
し
て
は
、
許
山
秀
樹
「
杜
牧
に
お
け
る
四
度
の
長
安
時
代
─
為
政
者
と
し
て
の
意
識
を
中
心
に
─
」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
一
九
期
、
一

九
九
三
年
）
を
参
照
。
杜
牧
は
八
三
九
年
に
史
館
修
撰
に
任
命
さ
れ
て
宣
州
か
ら
長
安
に
戻
り
、会
昌
二
年
（
八
四
二
）
ま
で
を
過
ご
し
て
い
る
。
本
作
品
の
作
成
時
期
は
不
明
な
が
ら
、

「
年
至
二
其
国
一
、
誅
二
反
者
一
立
レ
王
」
と
あ
る
の
は
神
武
王
擁
立
を
指
す
こ
と
か
ら
、
八
三
九
年
以
降
で
あ
る
。
張
宝
高
死
去
に
関
す
る
叙
述
が
な
い
点
か
ら
作
成
時
期
の
下
限
を
八

四
一
年
末
に
置
く
こ
と
も
ひ
と
ま
ず
可
能
で
あ
り
、
長
安
滞
在
中
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
（（
）
蒲
生
京
子
「
新
羅
末
期
の
張
保
皐
の
台
頭
と
反
乱
」（『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
一
六
集
、
一
九
七
九
年
）。

（
（（
）
蒲
生
京
子
氏
前
掲
注
（
（（
）
論
文
。

（
（（
）
金
庠
基
「
古
代
の
貿
易
形
態
と
羅
末
の
海
上
発
展
に
つ
い
て
（
一
）（
二
）」（『
震
壇
学
報
』
第
一
・
二
号
、
一
九
三
四
・
三
五
年
）。

（
（（
）
李
培
徳
著
・
伊
藤
泉
美
訳
「
一
九
世
紀
香
港
広
東
商
人
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
飯
島
渉
編
『
華
僑
・
華
人
史
研
究
の
現
在
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）。

（
（0
）
蒲
生
京
子
氏
前
掲
注
（
（（
）
論
文
。
鄭
清
柱
「
張
保
皐
関
連
資
料
の
検
討
」（
金
文
経
・
金
成
勲
・
金
井
昊
編
『
張
保
皐
海
洋
経
営
史
研
究
』
所
収
、
イ
ジ
ン
、
一
九
九
三
年
）。

（
（（
）
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
金
文
経
『
唐
代
の
社
会
と
宗
教
』（
崇
実
大
学
校
出
版
部
、
一
九
八
四
年
）
他
参
照
。

（
（（
）『
白
氏
長
慶
集
序
』
や
『
旧
唐
書
』
巻
一
六
六
・
白
居
易
伝
、『
新
唐
書
』
巻
一
一
九
・
白
居
易
伝
に
も
同
内
容
の
記
事
が
あ
る
。

（
（（
）
早
い
指
摘
と
し
て
は
、
朱
江
「
略
論
唐
代
揚
州
城
址
与
新
羅
文
化
遺
跡
」（『
金
文
経
教
授
停
年
退
任
紀
念
東
ア
ジ
ア
史
研
究
論
叢
』
所
収
、
慧
眼
、
一
九
九
六
年
）、
同
「
統
一
新
羅
時

代
の
海
外
交
通
述
要
」（『
張
保
皐
と
清
海
鎮
』
所
収
、
慧
眼
、
一
九
九
六
年
）。
金
文
経
氏
注
（
２
）
日
本
語
論
文
が
そ
の
概
略
に
触
れ
て
い
る
。

（
（（
） 

田
中
史
生
氏
前
掲
注
（
６
）
論
文
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
（（
） 『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
一
・
承
和
九
年
（
八
四
二
）
正
月
乙
巳
条
。

（
（（
）
金
文
経
「
在
唐
新
羅
人
の
集
落
と
そ
の
構
造
」（『
唐
代
の
社
会
と
宗
教
』
第
二
章
）
は
、
大
珠
山
麓
以
外
に
も
労
山
（
嶗
山
）
麓
に
居
留
地
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。『
行
記
』

巻
四
・
大
中
元
年
（
八
四
七
）
六
月
二
十
六
日
条
に
「
到
二
嶗
山
南
椒
家
荘
一
、
訪
二
金
珍
船
一
、
其
船
已
往
登
州
赤
山
浦
訖
。
見
留
書
云
、
専
在
二
赤
山
一
相
待
（
下
略
）」
と
あ
っ
て
、

円
仁
は
日
本
に
行
く
金
珍
船
を
追
っ
て
楚
州
か
ら
嶗
山
の
南
に
あ
る
椒
家
荘
に
到
る
。
翌
二
十
七
日
条
に
は
、「
修
書
付
二
崔
家
船
一
、
報
二
楚
州
劉
惣
管
一
訖
。
更
雇
二
船
主
王
可
昌
船
一
、

望
二
乳
山
一
去
」
と
あ
る
。
崔
家
船
に
付
託
し
て
劉
慎
言
に
書
状
を
送
り
、
王
可
昌
船
で
乳
山
に
向
か
っ
て
い
る
が
、
椒
家
荘
の
住
人
が
新
羅
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
（（
）
金
文
経
「
在
唐
新
羅
人
の
集
落
と
そ
の
構
造
」（
同
『
唐
代
の
社
会
と
宗
教
』
第
二
章
）。



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

五
八

（
（（
）『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
四
一
・
哲
宗
元
祐
三
年
三
月
乙
丑
条
。
宋
代
の
密
州
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
呂
英
亭
著
・
平
澤
加
奈
子
訳
「
宋
麗
関
係
と
密
州
板
橋
鎮
」（『『
入
唐
求

法
巡
礼
行
記
』
に
関
す
る
文
献
校
訂
お
よ
び
基
礎
的
研
究
』
科
学
研
究
費
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
五
年
）
参
看
。

（
（（
）
金
文
経
前
掲
注
（
２
）
書
、
堀
敏
一
「
在
唐
新
羅
人
の
活
動
と
入
唐
交
通
」（『
東
ア
ジ
ア
の
中
の
古
代
文
化
』
所
収
、
研
文
出
版
、
一
九
九
八
年
）。

（
（0
）『
行
記
』
開
成
三
年
七
月
二
十
日
条
。「
今
日
州
使
来
、
始
充
二
生
料
一
。
従
先
導
新
羅
国
使
而
与
二
本
国
一
一
処
、
而
今
年
朝
貢
使
稱
二
新
羅
国
使
一
、
而
相
労
疏
略
。
今
大
使
等
先
来
二
鎮

家
一
、
既
定
下
本
国
与
二
新
羅
一
異
隔
遠
邈
上
、
即
県
州
承
知
、
言
上
既
畢
」
と
あ
る
。

（
（（
）
権
悳
永
「
遣
唐
使
の
往
復
行
路
」（『
古
代
韓
中
外
交
史
─
遣
唐
使
研
究
─
』
第
三
章
、
一
潮
閣
、
一
九
九
七
年
）。

（
（（
） 

足
立
喜
六
訳
注
・
塩
入
良
道
補
注
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
第
二
巻
（
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）
は
、
記
事
中
の
「
廻
二
彼
国
一
」
を
新
羅
本
国
へ
の
帰
還
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、
会

昌
六
年
正
月
九
日
条
で
は
、劉
慎
言
が
日
本
か
ら
の
書
信
の
伝
達
を
約
し
た
こ
と
を
「
有
二
彼
国
信
一
来
、即
専
附
上
云
々
」
と
記
し
て
い
る
。「
彼
国
」
は
日
本
を
指
す
例
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
同
様
に
解
釈
す
る
。
会
昌
元
年
（
八
四
一
）
秋
、
新
羅
で
は
張
宝
高
の
反
乱
・
殺
害
事
件
が
起
こ
っ
て
お
り
、
崔
暈
の
国
外
逃
亡
時
期
に
重
な
る
。
新
羅
へ
の
帰
還
は
、
状

況
的
に
も
困
難
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
（（
）
仁
好
・
順
昌
の
帰
国
に
関
し
て
は
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
二
月
癸
亥
条
、
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
七
月
癸
未
条
に
見
え
る
。

（
（（
）
恵
萼
の
蘇
州
滞
在
に
つ
い
て
は
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
跋
文
、『
元
亨
釈
書
』
恵
萼
伝
。
お
よ
び
田
中
史
生
氏
前
掲
注
（
２
）
論
文
参
照
。

（
（（
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
（
八
三
九
）
七
月
丙
申
条
に
、「
令
三
大
宰
府
造
二
新
羅
船
一
。
以
三
能
堪
二
風
波
一
也
」
と
あ
る
。
風
波
に
強
く
外
洋
航
海
に
対
す
る
適
性
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
た
ら
し
い
。
同
巻
九
・
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
九
月
丁
亥
条
に
、「
大
宰
府
言
、
対
馬
島
司
言
、
遥
海
之
事
、
風
波
危
険
。
年
中
貢
調
、
四
度
公
文
、
屡
逢
二
漂
没
一
。
伝
聞
、
新
羅

船
能
凌
レ
波
行
。
望
請
新
羅
船
六
隻
之
中
、
分
給
二
一
隻
一
。
聴
レ
之
」
と
っ
て
、
六
隻
が
建
造
さ
れ
て
、
一
隻
は
対
馬
島
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）『
行
記
』
会
昌
六
年
六
月
二
十
九
日
条
、
大
中
元
年
六
月
六
日
条
、
同
年
六
月
九
日
条
、
同
年
六
月
十
日
条
、
同
年
六
月
二
十
七
日
条
。

（
（（
）『
行
記
』
開
成
四
年
六
月
七
日
条
・
同
五
年
正
月
二
十
日
条
、
会
昌
五
年
七
月
二
十
一
日
条
、
大
中
元
年
七
月
二
十
一
日
条
。

（
（（
）『
行
記
』
開
成
五
年
二
月
十
九
日
条
付
載
文
登
県
牒
、
同
巻
四
・
会
昌
五
年
八
月
二
十
七
日
条
。

（
（（
）『
行
記
』
開
成
五
年
二
月
二
十
八
日
条
。
五
台
山
行
き
の
た
め
の
公
験
申
請
・
発
給
過
程
に
つ
い
て
は
、
中
大
輔
「『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
み
る
唐
の
通
行
許
可
証
─
「
公
験
」
の

再
検
討
─
」（『『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
関
す
る
文
献
校
訂
お
よ
び
基
礎
的
研
究
』
科
学
研
究
費
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
（0
）
近
藤
浩
一
氏
は
前
掲
論
文
で
、
公
験
の
発
給
に
関
与
し
た
赤
山
院
が
節
度
使
機
構
の
末
端
で
外
交
事
務
を
担
っ
た
と
す
る
。
公
験
は
文
登
県
・
登
州
府
へ
の
申
請
を
経
て
、
押
新
羅
渤

海
両
蕃
使
が
最
終
的
に
発
給
し
た
も
の
で
あ
る
。
円
仁
の
所
在
が
赤
山
院
と
さ
れ
る
の
は
僧
籍
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

（
（（
）『
行
記
』
開
成
四
年
五
月
十
六
日
条
に
、「
押
衙
使
」
到
来
後
に
「
留
住
之
状
」
を
作
成
し
て
林
大
使
に
送
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
円
仁
の
赤
山
院
留
住
に
は
張
詠
・
林
大
使
等
の
承
認



唐
に
お
け
る
新
羅
人
居
留
地
と
交
易

五
九

が
必
要
で
あ
り
（
後
述
）、
こ
の
時
点
で
押
衙
＝
張
詠
の
許
諾
を
得
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
（（
）『
行
記
』
会
昌
七
年
閏
三
月
十
日
条
。
小
野
勝
年
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
遣
使
は
武
宗
崩
御
の
告
哀
に
か
か
る
も
の
か
、
ま
た
文
聖
王
の
冊
立
に
か
か
る
も
の
か
判
然
と
し
な
い

（
小
野
氏
前
掲
書
第
四
巻
）。
前
年
の
新
羅
使
金
国
連
（『
旧
唐
書
』
武
宗
本
紀
・
会
昌
六
年
二
月
条
）
に
対
す
る
答
礼
と
み
ら
れ
る
が
、
後
者
と
な
れ
ば
在
位
九
年
に
し
て
の
冊
立
で
あ

り
、
王
の
即
位
事
情
を
は
じ
め
と
す
る
新
羅
国
内
の
政
治
動
向
の
検
討
が
改
め
て
必
要
と
な
ろ
う
。

（
（（
）
村
上
恭
子
「
押
蕃
使
の
設
置
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
報
』
第
八
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
（（
）
性
海
の
動
向
は
前
節
を
参
照
。『
行
記
』
会
昌
六
年
四
月
二
十
七
日
条
、
五
月
一
日
条
に
み
え
る
。
ま
た
円
仁
ら
の
帰
国
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
三
月
乙
酉
条
。

（
（（
）
権
悳
永
氏
前
掲
注
（
２
）
書
第
二
章
。

（
（（
）
近
藤
浩
一
氏
前
掲
注
（
５
）
論
文
。
張
詠
一
家
の
所
在
に
関
し
て
は
、
李
侑
珍
「
九
世
紀
在
唐
新
羅
人
の
活
動
に
つ
い
て
」（『
中
国
史
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
（（
）
近
藤
浩
一
氏
前
掲
注
（
５
）
論
文
は
、
こ
れ
ら
を
事
実
と
み
な
し
、
平
盧
軍
節
度
使
が
赤
山
院
の
創
建
・
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
と
結
論
す
る
。
史
料
に
基
づ
く
論
証
の
可
能
性
を
越

え
た
見
解
で
あ
っ
て
従
い
難
い
。

（
（（
）
清
海
鎮
・
赤
山
院
に
関
す
る
私
見
は
、「
新
羅
国
執
事
省
牒
か
ら
み
た
紀
三
津
「
失
使
旨
」
事
件
」（
木
村
茂
光
編
『
日
本
中
世
の
権
力
と
地
域
社
会
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

七
年
）、「
唐
代
登
州
赤
山
法
花
院
の
八
月
十
五
日
節
」（『
史
海
』
第
五
七
号
、
二
〇
一
〇
年
）
で
そ
の
一
部
を
提
示
し
た
。

（
（（
）
金
鎮
闕
「
唐
代
淄
青
藩
鎮
李
師
道
に
つ
い
て
」（『
素
軒
南
都
泳
博
士
華
甲
紀
念
史
学
論
叢
』
所
収
、
太
学
社
、
一
九
八
四
年
）、
鄭
炳
俊
「
李
師
道
藩
鎮
の
滅
亡
か
ら
張
保
皐
の
登
場
へ
」

（『
対
外
文
物
交
流
史
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
（0
）
鄭
炳
俊
「
李
正
己
一
家
の
交
易
活
動
と
張
保
皐
」（『
対
外
文
物
交
流
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
同
史
料
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
同
氏
は
、
文
中
の
「
鄆
」
は
基
本
的
に
会

府
た
る
鄆
州
を
指
す
が
、
よ
り
広
範
に
平
盧
節
度
使
下
の
領
内
（
当
時
は
十
二
州
）
を
指
し
、「
淮
海
」
は
『
尚
書
』
禹
貢
を
典
拠
に
天
下
九
州
の
う
ち
の
揚
州
を
言
う
も
の
と
解
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
氏
の
見
解
に
従
う
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
近
藤
浩
一
前
掲
論
文
も
参
照
。

（
（（
）『
旧
唐
書
』
巻
一
四
九
上
・
東
夷
伝
・
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
十
一
月
条
に
「
其
入
朝
王
子
金
士
信
等
遇
二
悪
風
一
、
瓢
至
二
楚
州
塩
城
県
界
一
、
淮
南
節
度
使
李
鄘
以
聞
」
と
あ
る
。

（
（（
）『
三
国
史
記
』
巻
四
六
・
崔
致
遠
伝
。
遣
唐
使
の
漂
着
に
備
え
て
「
水
陸
券
牒
」
を
発
給
し
、
所
在
に
命
じ
て
船
を
供
給
す
る
よ
う
要
請
し
た
崔
致
遠
の
上
奏
文
中
に
み
え
る
。

（
（（
）『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
六
月
壬
戌
条
。
周
光
翰
ら
は
張
覚
済
船
の
同
船
者
で
あ
り
、
と
も
に
出
羽
に
漂
着
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
小
嶋
芳
孝
氏
は
、
唐
・
新
羅
商

人
が
出
羽
地
方
へ
の
交
易
拡
大
を
図
っ
た
と
す
る
（「
唐
越
州
人
周
光
翰
に
見
る
九
世
紀
の
日
本
海
交
易
」『
石
川
考
古
学
研
究
会
会
誌
』
三
三
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）。

（
（（
）
新
見
ま
ど
か
「
唐
代
後
半
期
に
お
け
る
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
猟
民
の
活
動
」（『
東
洋
学
報
』
五
九
─
八
八
、
二
〇
一
三
年
六
月
）
は
、
李
氏
一
族
が
新
羅
海
商
を
支
配
下
に

包
摂
し
、
交
易
を
展
開
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

六
〇

（
（（
）『
冊
府
元
亀
』
巻
四
二
・
帝
王
部
・
仁
慈
門
の
同
年
条
に
、「
禁
下
以
二
新
羅
一
為
中
生
口
上
、
令
三
近
界
州
府
長
吏
切
加
二
堤
挙
一
。
以
二
其
国
宿
衛
王
子
長
廉
状
陳
一
、
故
有
二
是
命
一
」
と
あ

る
。

（
（（
）『
唐
会
要
』
巻
八
六
・
奴
婢
・
長
慶
三
年
（
八
二
三
）
正
月
条
に
、「
新
羅
国
使
金
柱
弼
進
レ
状
、
先
蒙
二
恩
勅
一
、
禁
レ
売
二
良
口
一
、
使
任
従
所
適
。
有
二
老
弱
者
一
栖
栖
無
レ
家
、
多
寄
二

傍
海
村
郷
一
、
願
レ
帰
無
レ
路
。
伏
乞
、
牒
二
諸
道
傍
海
州
県
一
、
毎
レ
有
二
船
次
一
、
便
賜
レ
任
レ
帰
、
不
二
州
県
制
約
一
（
下
略
）」
と
あ
る
。

（
（（
）『
唐
会
要
』
巻
八
六
・
奴
婢
・
太
和
二
年
（
八
二
八
）
十
月
条
に
、「
其
新
羅
奴
婢
、
伏
准
二
長
慶
元
年
三
月
十
一
日
勅
一
、
応
有
二
海
賊
詃
掠
新
羅
良
口
一
、
将
到
二
縁
海
諸
道
一
、
売
為
二

奴
婢
一
。
並
禁
断
者
。
雖
レ
有
二
明
勅
一
、
尚
未
二
止
絶
一
」
と
あ
る
。

（
（（
）『
三
国
史
記
』
巻
十
・
興
徳
王
四
年
二
月
条
に
、
唐
恩
郡
を
唐
城
鎮
に
改
め
、
沙
湌
極
正
に
警
固
さ
せ
た
こ
と
が
見
え
る
。

（
（（
）
新
川
登
亀
男
「
入
唐
求
法
の
諸
相
」（『
日
本
古
代
の
対
外
交
渉
と
仏
教
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
は
、
王
訓
な
ど
在
唐
新
羅
人
の
王
姓
に
唐
人
社
会
と
の
混
血
の
可
能

性
を
指
摘
す
る
。
登
州
の
居
留
社
会
は
同
化
の
可
能
性
を
内
包
し
つ
つ
も
、
世
代
交
替
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
新
羅
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
言
語
が
維
持
さ
れ
た
点
に
こ

そ
そ
の
特
質
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
（0
）『
宋
高
僧
伝
』
は
登
州
文
登
県
の
一
信
士
宅
で
供
養
を
受
け
た
と
す
る
が
、『
三
国
遺
事
』
義
湘
伝
授
は
、
唐
の
使
者
の
帰
国
便
に
便
乗
し
て
揚
州
に
達
し
た
と
す
る
。
後
者
が
正
し
い

と
す
る
見
解
も
あ
る
（
鎌
田
茂
雄
「
統
一
新
羅
の
仏
教
」『
朝
鮮
仏
教
史
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
、
一
九
八
七
年
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。

（
（（
）
崔
致
遠
『
桂
苑
筆
耕
』
巻
二
十
・「
祭
巉
山
神
文
」、
同
「
謝
太
尉
別
紙
」。
新
羅
遣
唐
使
の
航
路
に
関
し
て
は
、
権
悳
永
「
遣
唐
使
の
往
復
行
路
」（『
韓
中
外
交
史
』
所
収
、
一
潮
閣
、

一
九
九
七
年
）
参
照
。


